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【公開版】 

１．文章中の下線部は，R9 から R10 への変更箇所を示す。 

２．本資料(R10)は，6月10日に提示した「機器・配管系の類型化に対す

る分類の考え方について R9」に対し，以下に示すヒアリングでの指

摘事項等について反映したものである。 

・類型化対象が基本方針である事が明確となる構成に見直し。 

・後次回申請に向けた対応として，類型化分類毎の計算式に対する

説明方法，代表設備及び差分となる説明事項の対応方法に対する

サンプルを追加。 
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1. 概要 

本資料は，再処理施設，MOX 燃料加工施設 (以下「当社施設」という。)における機

器・配管系の耐震性に関する類型化について補足説明するものである。 

 

機器・配管系の耐震性に関する類型化は，第 12 回 原子力規制委員会資料（令和２年

６月 24 日）に示されているとおり，設備数は膨大ではあるものの構造が類似する設備が

多いことから，各設備の構造に応じた評価内容毎の検討を行うこととした。 

機器・配管系における評価内容としては，設備の構造及び「再処理施設の技術基準に

関する規則」において要求される安全上重要な施設の安全機能(以下「要求される安全機

能」という。)に応じて設定した評価手法毎の計算式を添付書類の基本方針に示している

ため，類型化は基本方針に示す評価手法毎の計算式に対して行う。 

 

本資料では，機器・配管系の耐震性に関する類型化の検討内容として，類型化の考え

方及び分類結果を示した上で，設工認申請における類型化を用いた対応方法について示

す。 

設工認申請における類型化を用いた対応としては，機器・配管系の耐震性に関する計

算書(以下「耐震計算書」という。)で示す計算結果までの一連の内容や，補足説明資料

等で示す各設備の論点となり得る説明事項＊について，類型化した分類を踏まえた説明を

行う。 

これらの説明に当たっては，類型化分類毎の代表設備を選定した上で行うが，各分類

の代表設備に合致しない説明事項については，差分として個別の設備にて行うことで網

羅的な対応を行う。 

 

なお，重大事故等対処設備の設備の類型化については，当該設備を申請する後次回で

示す。 

 

本資料は，第２回申請以降の再処理施設及び MOX 燃料加工施設に対しても適用し，廃

棄物管理施設については，別途整理するものとする。 

 

*：今回設工認における主な説明事項については，補足説明資料 耐震建物01「耐震評価対象の網羅性，既設工認と

の手法の相違点の整理について」の中で各項目に対する考え方等について示している。 
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2. 類型化の検討内容について 

本項では，各設備の耐震計算書に対する類型化の検討内容として，類型化の観点，対

象となる設備の範囲，類型化を行う評価手法及び計算式の考え方，類型化による分類結

果について示す。 

 

2.1 類型化の観点 

耐震計算書の機器・配管系における評価手法及び計算式は，設備の構造及び要求さ

れる安全機能に応じて設定しており，設備の構造や要求される安全機能が同様となる

場合は，評価手法や計算式も同様となる。これらの評価手法や計算式については，各

種基本方針上に示すため，機器・配管系における類型化は，評価手法毎の計算式を示

す基本方針に対して行う。 

 

2.2 対象となる設備の範囲 

類型化を行う設備は，Sクラス設備，上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれの

ある下位クラス施設並びに重大事故等対処設備とする。 

なお，Bクラス設備の扱いについては，今回設工認においては基本方針までを示し，

基本方針に則った評価を行った上で，評価結果自体は事業者にて管理する*ことで対応

する。 

 

*：B クラス設備に対する申請上の扱いについては，第 12 回 原子力規制委員会資料（令和２年６月 24 日）に基づ

いた対応を行う。 

 

2.3  機器・配管系における評価手法及び計算式 

機器・配管系の耐震評価のうち機器の評価手法としては，JEAG4601-1987(以下

「JEAG4601」という。)に基づく 1 質点系又は 2 質点系モデルによる定型化された計算

式による評価（以下「定型式による評価」という。）及び複雑な設備の構造に対して計

算を行う FEM を用いた計算機プログラムによる評価がある。また，配管系は，配管及び

ダクトの標準支持間隔による評価及び多質点系はりモデルによる計算機プログラムを

用いた評価がある。 

これら各評価手法に用いる計算式について，各基本方針上に示す。 

 

2.4 評価手法毎の計算式を示す基本方針 

設備の構造及び要求される安全機能に応じた評価手法毎の計算式を示す基本方針に

ついて以下に示す。 

 

【定型式による評価を行う設備】 

・ 定型式による評価を行う設備は，JEAG4601に基づく1質点系又は2質点系モデルに

よる定型化された計算式を用いる容器及びポンプ等があり，これら設備に適用す

る計算式 26 種類を添付書類「Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成
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の基本方針」＊に示す。 

 

【FEM 等を用いた応力解析による評価を行う設備】 

・ FEM 等を用いた応力解析による評価を行う設備としては，複雑な設備の構造に対し

て計算を行う冷却塔，クレーン類，容器等があり，これら設備に適用する計算式

44 種類を添付書類「Ⅳ－１－２－１ 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方

針」＊に示す。 

 

【配管標準支持間隔による評価を行う設備】 

・ 標準支持間隔による評価を行う配管は，共通の計算式を用いており，添付書類

「Ⅳ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」＊に計算式を示す。 

 

【ダクト標準支持間隔による評価を行う設備】 

・ 標準支持間隔による評価を行うダクトは，共通の計算式を用いており，添付書類

「Ⅳ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針」＊に計算式を示す。 

 

【配管多質点系はりモデルによる評価を行う設備】 

・ 多質点系はりモデルを用いた応力解析評価を行う配管は共通の計算式を用いてお

り，添付書類「Ⅳ－１－２－２ 配管系の耐震性に関する計算書作成の基本方針」

＊に計算式を示す。 

 

  以上より，基本方針に示す評価手法毎の計算式の種類としては 73 種類となり，それぞ

れの計算式を示す設工認添付書類について添付－１に示す。 

 
*：本資料における添付書類の名称は，例として再処理施設における「添付書類Ⅳ」の基本方針を示す。 

なお，MOX 燃料加工施設の場合は「添付書類Ⅲ」，廃棄物管理施設の場合は「添付書類Ⅱ」にそれぞれ置き換

えるものとする。 

 

2.5 計算式を示す基本方針に対する類型化 

機器・配管系における類型化に当たっては，2.4 項に示す 73 種類の評価手法毎の

計算式を示す基本方針に対して行う。 

これら評価手法のうち，配管系の評価については，各評価手法における基本方針

と計算式が 1 種類ずつであることに対し，機器の評価は定型式による評価 26 種類，

FEM 等を用いた応力解析による評価 44 種類と基本方針の数が多いことから，類似す

る機器の構造及び安全機能等の評価内容の特徴を踏まえた類型化を行う。 

 

・定型式による評価の類型化として，26種類の計算式には，JEAG に示す計算式をそ

のまま適用するものや，材料力学及び JEAG の計算式を参考に構築した式等がある

が，いずれも機器を質点系モデルに置き換えて計算を行うことは同様である。そ
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のうち機器の構造に応じた支持方法が類似するものは，支持部及び構造を模擬す

るパラメータ式が類似するため，支持方法の違いに応じた対応を行う。その場合

のパラメータ式としては傾斜や支持の違いによるものであり，これらパラメータ

式を除き，類似する基本の計算式は 8 パターンとなるため，類型化分類としては

8分類となる。 

 

・FEM等を用いた応力解析による評価の類型化は，44種類のいずれも評価過程であ

る入力条件までの設定方法は同様であり，異なる部分としては構造の違いにより

適用式が単純なものと複雑なものに分かれるため，適用式の設定に応じた対応を

行う。その場合の対応として，単純な計算式の設備は材料力学の構造に応じた基

本式を適用しており，複雑な計算式の設備は地震による応力以外に圧力や支持部

に生じる局部応力を考慮することから，適用する計算式は設備の構造に応じ複数

の基本式を組み合わせたJEAG4601の計算式を基とし，設備の特徴等を踏まえ構築

した計算式を適用している。そのため，類型化分類としては単純な計算式の設

備，複雑な計算式の設備の2分類となる。 

 

以上より，基本方針に対する類型化の分類数は，評価手法毎の分類として配管系にお

ける評価3分類，機器の定型式における評価8分類，FEM等を用いた応力解析による評価

の 2分類の合計 13 分類となる（第 2.5-1 表参照）。 

これら類型化を行った結果を添付－2に示す。 

 

第 2.5-1 表 機器・配管系に対する類型化分類数 

項目 

機器 配管系 

総数 
定型式 FEM 

標準支持間隔 配管多質点系 

はりモデル 配管 ダクト 

類型化分類 8 2 1 1 1 13* 

 

*：重大事故等対処設備に対する類型化は後次回申請で示すが，耐震計算に用いる計算式は設備の構造及び要求される

安全機能により決定することから，設計基準及び重大事故に係わらず，評価手法が同一な場合は同一の分類を用い

るため，後次回申請において示す重大事故設備の評価手法が本類型化分類に該当する場合は該当する分類を示し，

新たな分類となる場合は，新たに分類を追加する。 
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3. 設工認申請における類型化を用いた対応方法について 

設工認申請における類型化を用いた対応としては，耐震計算書や補足説明資料等で

示す内容について，類型化した分類を踏まえた説明を行う。 

これらの説明に当たっては，類型化分類毎の代表設備を選定した上で行うため，本

項では，類型化を用いた具体的な対応方法について示す。 

 

3.1 耐震計算書の説明内容 

耐震計算書に示す耐震評価の説明に当たっては，評価に適用する計算式を示す 73 種

類の基本方針について，類型化 13 分類における代表設備により評価手法を詳細に示し，

その他の基本方針は，類似する計算式のパラメータ式の違い等に対して比較表を用い

た対応を行う。 

なお，耐震計算書の作成にあたっては，計算書の構成パターン＊毎に記載方法の横並

びを図るため，各パターンにおける評価条件，モデルの設定方法，評価結果等の具体

的な項目に対する記載方法を補足説明資料 耐震機電19「機電設備の耐震計算書の作成

について」に示す。 

 
*：耐震計算書の構成としては，各設備の固有周期算出方法の違いにより内容が異なる。固有周期の算出方法とし

ては解析，振動試験，理論式の 3 種類があり，各算出方法に応じた構成による対応を行う。 

 

  これら耐震計算書の説明内容としては，評価手法毎に異なるため，次項では評価手法

毎の説明内容を示す。 

 

3.1.1  評価手法毎の説明内容 

評価手法毎における耐震評価の説明方法は以下のとおり。 

 

【定型式による評価を行う設備】：8分類 

定型式による評価については，26 種類の計算式を添付書類「Ⅳ－１－２－１ 機

器の耐震性に関する計算書作成の基本方針」の別紙として示し，耐震計算書には，

設備毎の対応として適用する別紙を呼び込んだ上で機器要目及び評価結果を示す。 

       これらの説明に当たっては，計算式の適用性及び出典元を示す根拠書及び類型化

した各分類の基本方針に対する比較表を用いた対応を行う。 

本対応に当たっては，類型化 8分類のうち JEAG に示す計算式をそのまま適用する

ものが 5 分類，材料力学及び JEAG の計算式を参考に構築した式を適用するものが 3

分類となり，そのうち 3 分類については材料力学等の計算式の根拠書を添付－３－

１に示した上で 8分類の計算式に対する比較表を示す。 

なお，8 分類のうち複数の基本方針が該当するものは 6 分類となるため，比較表

の対象としてはこれら 6 分類に対する計算式及び類似の計算式におけるパラメータ

式の違いを添付－３－２に示す。 

 

【FEM 等を用いた応力解析による評価を行う設備】：2分類 
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FEM 等を用いた評価については，44 種類の計算式を添付書類「Ⅳ－１－２－１ 

機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針」の別紙として示し，耐震計算書には，

設備毎の対応として適用する別紙を呼び込んだ上で解析モデル，機器要目及び評価

結果を示す。 

これらの説明に当たっては，複雑な計算式，単純な計算式それぞれの各計算式の

適用性及び出典元の根拠書を添付－３－３に示す。 

 

【配管標準支持間隔による評価を行う設備】：1分類 

    標準支持間隔法により設計している配管については，適用する計算式を添付書類

「Ⅳ－１－１－11－１ 配管の耐震支持方針」に示し，別紙＊として計算諸元とな

る設計条件及び評価結果となる設計条件毎の最大支持間隔を示す。 

本説明に当たっては，適用する計算式等を含む評価手法について耐震機電 16「配

管系の評価手法（定ピッチスパン法）について」にて示す。 

 

【ダクト標準支持間隔による評価を行う設備】：1分類 

    標準支持間隔法により設計しているダクトについては，適用する計算式を添付書

類「Ⅳ－１－１－11－２ ダクトの耐震支持方針」に示し，別紙＊として，計算諸

元となる設計条件及び評価結果となる設計条件毎の最大支持間隔を示す。 

本説明に当たっては，適用する計算式等を含む評価手法について耐震機電 16「配

管系の評価手法（定ピッチスパン法）について」にて示す。 

 

【配管多質点系はりモデルによる評価を行う設備】：1分類 

多質点系はりモデルによる評価を行う配管については，適用する計算式を添付書

類「Ⅳ－１－２－２ 配管系の耐震性に関する計算書作成の基本方針」に示し，耐

震計算書には，設備毎の対応として適用する基本方針を呼び込んだ上で解析モデル，

設計条件及び評価結果を示す。 

本説明に当たっては，適用する計算式に対する適用性及び出典元の根拠書を添付

－３－４に示す。 

 
*：標準支持間隔については設計方針であるため，耐震計算書ではなく，基本方針の別紙として示す。 

 

3.2  補足説明資料の説明内容 

   補足説明資料で示す各設備の論点となり得る説明事項(以下「説明事項」という。)

については，説明事項毎の特性に応じた説明を行う。これらの説明は，類型化 13 分類

毎の代表設備にて行うが，代表設備に合致しない説明事項については，差分として行

う。 

  各説明事項における説明内容について添付－４に示す。 
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3.3 代表設備等の選定 

類型化 13 分類の代表設備の選定にあたっては，各設備の説明事項が最も多く合致す

る設備で説明を行う。その場合，評価手法に対する差分は生じないが，代表設備に合

致しない説明事項については差分が生じるため，個別の設備で説明を行う。 

本項では，代表設備の選定方法，差分の説明を行う設備の選定方法及び対応方法に

ついて示す。 

 

3.3.1  代表設備の選定方法 

代表設備の選定方法としては，各説明事項に合致する設備を抽出し，説明事項毎の

説明内容を整理をした上で，類型化分類毎の説明事項数等に応じて行う。 

本項では，これら代表設備選定の流れについて示す。 

 

（１）説明事項に合致する設備の抽出 

説明事項に合致する設備の抽出に当たっては，全ての設備に合致するもの，

個別の設備毎に合致するもの等，以下の観点により行う。 

       ≪説明事項毎の説明対象に合致する設備抽出の観点≫ 

① 事業変更許可申請書の記載内容のうち当社特有の説明事項*の観点 

・一関東評価用地震力（鉛直）に対する影響評価の検討範囲としては全

設備が対象となり，説明対象は影響有りの設備となる。 
 

*：後次回申請においては，重大事故等対処設備に対する説明事項についても選定の観点として

追加。その場合，重大事故等対処設備が対象となる。 

 

② 新規制基準における追加要求に係る説明事項の観点 

・水平 2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価の検討範囲と

しては全設備が対象となり，説明対象は影響有りの設備となる。 

 

③  既設工認からの変更点に係る説明事項の観点 

・申請を行う全設備に対する既設工認からの変更点の有無について示し，

そのうち説明対象としては，既設工認において説明を行っていない評

価条件を変更した設備や新規設計設備，補強設備が対象となる。 

 

④ その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等の観点 

・鉛直方向の動的地震力考慮による設備の浮き上がり等の影響，下位ク

ラス施設の波及的影響の検討等，個別の設備毎に合致するものが対象

となる。 

 

代表設備の選定に当たっては，3.2 項に示す説明事項毎の説明内容に合致する設

備から各分類において説明事項が最も合致する設備により，効率的な説明を行う。 

 

（２）代表設備の選定 
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（１）を踏まえた代表設備選定の手順を以下に示す。 

≪代表設備選定の手順≫：具体例は添付－５－１を参照。 

① 説明事項数が多い設備を選定。 

② ①で選定した設備が複数となった場合は，各説明事項における説明内容の

違いの有無を確認し，各説明内容の重要度に応じた設備を選定。 

③ ②で選定した設備が複数となった場合は，最も応力比が大きい設備を選定。 

 

3.3.2  差分となる説明事項の対応方法 

前項の代表設備において合致しない説明事項又は同じ説明事項であっても代表設備

による説明内容以外で説明が必要な場合は，差分として個別の設備の中から説明を行

う設備を選定（以下「差分説明を行う設備」という。）し，網羅的な対応を行う。 

 

選定に当たっては，3.2 項の説明事項を網羅する上で差分となる説明事項による抜

け漏れが無い様に，全設備に対する説明事項を確認した上で行う。 

代表設備との差分としては，各説明事項によって設備毎の説明内容に応じた差分が

生じる。また，同一の説明事項内でも評価実施内容に応じて差分が生じる。これらの

差分説明を行う設備については，以下の内容を整理した上で選定を行う。 

 

a. 説明事項の差分 

説明事項の差分として，評価条件変更の有無に対する内容等，該当する説明事項

における設備毎で説明内容に差分が生じる。 

 

b. 同一の説明事項内での差分 

同一の説明事項内での差分として，簡易評価又は詳細評価を行っているもの等，

説明事項における検討内容が異なるものについて差分が生じる。 

    

これらを踏まえた差分説明を行う設備選定の手順を以下に示す。 

≪差分説明を行う設備選定の手順≫：具体例は添付－５－２を参照。 

① 差分となる説明事項数が多い設備を選定（差分の内容に依らず網羅的とな

る設備を選定）。 

② 残りの差分の項目については，差分が該当する設備にて説明する。 

③ ②で選定した設備が複数となった場合は，最も応力比が大きい設備を選定。 

 

以上を踏まえ，代表設備及び差分説明を行う設備の選定に対する該当設備の推移のイメ

ージについて添付-６に示す。 

 

3.3.3 各分類に対する代表設備 

各分類に対する代表設備は，3.3.1 項に示す方法により選定する。第１回申請の申
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請対象は，安全冷却水 B 冷却塔であることから，当該設備を代表設備とする（安全

冷却水 B 冷却塔，配管標準支持間隔(安全冷却水 B 冷却塔））。 

第１回申請に係る代表設備が該当する類型化分類の説明事項の一覧表を添付－７

に示す。なお，その他の分類及び各分類の代表設備については，後次回以降の申請

回次毎に示す。 

 

4．まとめ 

耐震評価に対する類型化の対応としては，各計算式を示す基本方針に対して，評価内

容の特徴を踏まえた類型化を行い，合理的かつ効率的な対応を行う。 

なお，評価内容及び説明事項の説明に当たっては，類型化分類毎の代表設備，差分説

明を行う設備を用いた網羅的な対応を行う。 
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設工認添付書類における計算式を示す基本方針について
(再処理施設)

添付-１(１／２)

別紙番号 基本方針名称 別紙番号 基本方針名称

Ⅳ-1 1-1
中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1 耐震設計の基本方針 〇 1-2
中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-25 横置一胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-1 基準地震動Ss及び弾性設計用地震動Sdの概要 〇 1-3
中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-2 地盤の支持性能に係る基本方針 〇 1-4
中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-3 重要度分類及び重大事故等対処施設の設備分類の基本方針 〇 1-5
横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基
本方針

1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-4 波及的影響に係る基本方針 〇 1-6
デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-5 地震応答解析の基本方針 〇 1-7
デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-6 設計用床応答曲線の作成方針 〇 1-8
平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-6別紙1 各施設の設計用床応答曲線 － 1-9
スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算
書作成の基本方針

1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-7 水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価方針 〇 1-10
四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-8 機能維持の基本方針 〇 1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-9 構造計画，材料選択上の留意点 〇 1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-10 機器の耐震支持方針 〇 1-13
フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-36 フィルタユニット（遮蔽体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-11 配管系の耐震支持方針 〇 1-14
フィルタユニット（遮蔽体一体形，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計
算書作成の基本方針

1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-11-1 配管の耐震支持方針 〇 1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-11-1別紙1 各施設の直管部配管標準支持間隔 〇 配管標準支持間隔による評価を行う設備 1-16
中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震
性に関する計算書作成の基本方針

1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-11-1別紙2 重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔 － 1-17
中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-11-2 ダクトの耐震支持方針 － ダクト標準支持間隔による評価を行う設備 1-18
上部スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-11-2別紙1 各施設の直管部ダクト標準支持間隔 － 1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-11-2別紙2 重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔 － 1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-12 電気計測制御装置等の耐震支持方針 〇 1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-1-13 地震時の臨界安全性検討方針 － 1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-1-2

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 〇

Ⅳ-1-2-1 別紙1 各設備の定式化された計算式を用いた解析法の計算式 －

Ⅳ-1-2-1 別紙2 各設備のFEMモデルを用いた解析法の計算式 〇 別紙番号 基本方針名称 別紙番号 基本方針名称

Ⅳ-1-2-2 配管系の耐震性に関する計算書作成の基本方針 － 配管多質点系はりモデルによる評価を行う設備 2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-27
中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方
針

2-2
環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-2 2-3
ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方
針

2-29 ハル洗浄槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-2-1 2-4
バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書
作成の基本方針

2-30 ウラン洗浄塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-2-1-2 機器・配管系 〇 2-5
円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基
本方針

2-31 よう素追出し塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-2-2 波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の耐震評価結果 － 2-6
バッファチューブ（小口径タイプ，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計
算書作成の基本方針

2-32 清澄機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-2-3 2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-33 ガラス溶融炉の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-2-3-2 機器・配管系 〇 2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-34 セル内クーラの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-2-4 耐震性に関する影響評価結果 〇 2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-35 ガラス固化体放射能測定装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-4 火災防護設備の耐震性に関する説明書 － 2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-36 溶解槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-5 溢水及び化学薬品防護設備の耐震性に関する説明書 － 2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-37 固化セル移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ-6 重大事故等対処施設の耐震性に関する説明書 － 2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-38 高レベル廃液濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-39 バスケット搬送機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

：計算式を示している基本方針 2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-40 トレンチ移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-41 貯蔵ホールの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-42 補助油水分離槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-43 燃料貯蔵ラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-44 バスケット仮置き架台の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-45 燃料移送水中台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-20 遮蔽容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-46 プール水冷却系熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-47 第1チャンネルボックス切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-48 第1バーナブルポイズン切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-23 架構支持設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-49 プルトニウム濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

：Bクラス設備の評価に用いる基本方針

再処理施設の耐震性に関する基本方針

水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価結果

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別紙2【FEM等を用いた応力解析による評価を行う設備：44種類（事業者管理であるBクラス設備の基本方針5種類を除く）】

再処理設備本体等に係る耐震性に関する計算書

再処理施設の耐震性に関する計算書

耐震計算書作成の基本方針

・機器・配管系の設備の構造及び要求される安全機能に応じた評価手法毎の計算式を示す基本方針は，以下に示す通り73種類となる。
・なお，Bクラス設備の扱いについては，今回設工認においては基本方針までを示し，基本方針に則った評価を行った上で，評価結果自体は事業者にて管理することで対応する。
・本資料では，再処理施設における添付書類上における計算式を示す基本方針の添付先について示す。

≪添付書類Ⅳ　耐震性に関する説明書の構成≫

資料番号 第１回申請範囲資料名

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針　別紙1【定型式による評価を行う設備：26種類（事業者管理であるBクラス設備の基本方針19種類を除く）】
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設工認添付書類における計算式を示す基本方針について
(MOX燃料加工施設)

添付-１（２／２）

Ⅲ-1 別紙番号 基本方針名称

Ⅲ-1-1 耐震設計の基本方針 〇 1-1 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅲ-1-1-1 基準地震動Ss及び弾性設計用地震動Sdの概要 〇 1-2 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅲ-1-1-2 地盤の支持性能に係る基本方針 〇 1-3 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅲ-1-1-3 重要度分類及び重大事故等対処施設の設備分類の基本方針 〇 1-4 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅲ-1-1-4 波及的影響に係る基本方針 〇 1-5 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅲ-1-1-5 地震応答解析の基本方針 〇

Ⅲ-1-1-6 設計用床応答曲線の作成方針 〇

Ⅲ-1-1-6別紙1 加工施設の設計用床応答曲線 〇

Ⅲ-1-1-7 水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価方針 〇

Ⅲ-1-1-8 機能維持の基本方針 〇

Ⅲ-1-1-9 構造計画，材料選択上の留意点 〇

Ⅲ-1-1-10 機器の耐震支持方針 －

Ⅲ-1-1-11 配管系の耐震支持方針 －

Ⅲ-1-1-11-1 配管の耐震支持方針 －

Ⅲ-1-1-11-1別紙1 燃料加工建屋の直管部標準支持間隔 － 配管標準支持間隔による評価を行う設備

Ⅲ-1-1-11-1別紙2 重要重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔 －

Ⅲ-1-1-11-2 ダクトの耐震支持方針 － ダクト標準支持間隔による評価を行う設備

Ⅲ-1-1-11-2別紙1 燃料加工建屋の直管部標準支持間隔 －

Ⅲ-1-1-11-2別紙2 重要重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔 －

Ⅲ-1-1-12 電気計測制御装置等の耐震支持方針 －

Ⅲ-1-2

Ⅲ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 －

Ⅲ-1-2-1 別紙1 各設備の定式化された計算式を用いた解析法の計算式 － 別紙番号 基本方針名称

Ⅲ-1-2-1 別紙2 各設備のFEMモデルを用いた解析法の計算式 － 2-1 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅲ-1-2-2 配管系の耐震性に関する計算書作成の基本方針 －
配管多質点系はりモデルによる評価を行う設備
【MOXは該当なし】

2-2 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-3 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅲ-2 加工施設の耐震性に関する計算書

Ⅲ-2-1

Ⅲ-2-1-2 機器・配管系 －

Ⅲ-2-2 波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の耐震評価結果 〇

Ⅲ-2-3

Ⅲ-2-3-2 機器・配管系 －

Ⅲ-2-4 耐震性に関する影響評価結果 〇

Ⅲ-4 火災防護設備の耐震性に関する説明書 －

Ⅲ-5 溢水防護設備の耐震性に関する説明書 －

Ⅲ-6 地震を要因とする重大事故等に対する施設の耐震性に関する説明書 〇

：計算式を示している基本方針

≪添付書類Ⅲ　耐震性に関する説明書の構成≫

水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価結果

耐震計算書作成の基本方針

加工施設の耐震性に関する基本方針

Ⅲ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別紙2
【FEM等を用いた応力解析による評価を行う設備：3種類】

加工設備等に係る耐震性に関する計算書

・機器・配管系の設備の構造及び要求される安全機能に応じた評価手法毎の計算式を示す基本方針は，以下に示す通り10種類となる。
・なお，Bクラス設備の扱いについては，今回設工認においては基本方針までを示し，基本方針に則った評価を行った上で，評価結果自体は事業者にて管理することで対応する。
・本資料では，MOX燃料加工施設における添付書類上における計算式を示す基本方針の添付先について示す。

資料番号 第１回申請範囲資料名
Ⅲ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針　別紙1

【定型式による評価を行う設備：5種類】
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基本方針に対する類型化の分類（配管類の評価）
(再処理施設)

添付-２(１／３)

Ⅳ-1

Ⅳ-1-1 耐震設計の基本方針 〇

Ⅳ-1-1-1 基準地震動Ss及び弾性設計用地震動Sdの概要 〇

Ⅳ-1-1-2 地盤の支持性能に係る基本方針 〇

Ⅳ-1-1-3 重要度分類及び重大事故等対処施設の設備分類の基本方針 〇

Ⅳ-1-1-4 波及的影響に係る基本方針 〇

Ⅳ-1-1-5 地震応答解析の基本方針 〇

Ⅳ-1-1-6 設計用床応答曲線の作成方針 〇

Ⅳ-1-1-6別紙1 各施設の設計用床応答曲線 －

Ⅳ-1-1-7 水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価方針 〇

Ⅳ-1-1-8 機能維持の基本方針 〇

Ⅳ-1-1-9 構造計画，材料選択上の留意点 〇

Ⅳ-1-1-10 機器の耐震支持方針 〇

Ⅳ-1-1-11 配管系の耐震支持方針 〇

Ⅳ-1-1-11-1 配管の耐震支持方針 〇
類型化分類数

(配管標準支持間隔)
分類名称

Ⅳ-1-1-11-1別紙1 各施設の直管部配管標準支持間隔 〇 (1) 【配管標準支持間隔による評価を行う設備】

Ⅳ-1-1-11-1別紙2 重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔 －

Ⅳ-1-1-11-2 ダクトの耐震支持方針 －
類型化分類数

(ダクト標準支持間隔)
分類名称

Ⅳ-1-1-11-2別紙1 各施設の直管部ダクト標準支持間隔 － (1) 【ダクト標準支持間隔による評価を行う設備】

Ⅳ-1-1-11-2別紙2 重大事故等対処施設の直管部標準支持間隔 －

Ⅳ-1-1-12 電気計測制御装置等の耐震支持方針 〇

Ⅳ-1-1-13 地震時の臨界安全性検討方針 －

Ⅳ-1-2

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 〇

Ⅳ-1-2-1 別紙1 各設備の定式化された計算式を用いた解析法の計算式 －

Ⅳ-1-2-1 別紙2 各設備のFEMモデルを用いた解析法の計算式 〇
類型化分類数

(配管多質点系はりモデル)
分類名称

Ⅳ-1-2-2 配管系の耐震性に関する計算書作成の基本方針 － (1) 【配管多質点系はりモデルによる評価を行う設備】

Ⅳ-2

Ⅳ-2-1

Ⅳ-2-1-2 機器・配管系 〇

Ⅳ-2-2 波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の耐震評価結果 －

Ⅳ-2-3

Ⅳ-2-3-2 機器・配管系 〇

Ⅳ-2-4 耐震性に関する影響評価結果 〇

Ⅳ-4 火災防護設備の耐震性に関する説明書 －

Ⅳ-5 溢水及び化学薬品防護設備の耐震性に関する説明書 －

Ⅳ-6 重大事故等対処施設の耐震性に関する説明書 －

：計算式を示している基本方針

耐震計算書作成の基本方針

再処理施設の耐震性に関する計算書

再処理設備本体等に係る耐震性に関する計算書

水平2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価結果

資料名 第１回申請範囲

≪添付書類Ⅳ　耐震性に関する説明書の構成≫

資料番号

再処理施設の耐震性に関する基本方針

≪配管類に関する基本方針ごとの類型化分類結果≫

添付−1（１／２）の左記部分抜粋
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基本方針に対する類型化の分類（定型式による評価） 添付-２(２／３)

別紙番号 基本方針名称 別紙番号 基本方針名称

1-1
中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-2
中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-25 横置一胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-3
中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
類型化分類数

(定型式)
分類名称 № 別紙番号 分類の観点及び類似する計算式のパラメータの違い

1-4
中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-5
横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基
本方針

1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-6
デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-7
デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-8
平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-9
スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算
書作成の基本方針

1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-10
四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-13
フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-36 フィルタユニット（遮蔽体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-14
フィルタユニット（遮蔽体一体形，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計
算書作成の基本方針

1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-16
中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震
性に関する計算書作成の基本方針

1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-17
中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-18
上部スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別紙番号 基本方針名称 別紙番号 基本方針名称

2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-27
中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方
針

2-2
環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-3
ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方
針

2-29 ハル洗浄槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-4
バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書
作成の基本方針

2-30 ウラン洗浄塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-5
円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基
本方針

2-31 よう素追出し塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-6
バッファチューブ（小口径タイプ，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計
算書作成の基本方針

2-32 清澄機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-33 ガラス溶融炉の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-34 セル内クーラの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-35 ガラス固化体放射能測定装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-36 溶解槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-37 固化セル移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-38 高レベル廃液濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-39 バスケット搬送機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-40 トレンチ移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-41 貯蔵ホールの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-42 補助油水分離槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-43 燃料貯蔵ラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-44 バスケット仮置き架台の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-45 燃料移送水中台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-20 遮蔽容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-46 プール水冷却系熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-47 第1チャンネルボックス切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-48 第1バーナブルポイズン切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-49 プルトニウム濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

：Bクラス設備の評価に用いる基本方針（類型化対象外）

【代表】
別紙1-25

（JEAG式を適用）

別紙1-26

別紙1-27

・JEAG4601に記載の構造と同様であり，円筒胴の長辺が固定面
に対し並行で一つ以上の支持脚やラグで固定されている設備

・計算式に影響が有るパラメータの違いは，
①荷重作用方向
②支持方法
③傾斜の考慮

別紙1-28

【代表】
別紙1-42

【代表】
別紙1-40

別紙1-39

別紙1-37

別紙1-24

【代表】
別紙1-20

（JEAG式を適用）

別紙1-36

ボルト支持剛体設備
（6種類）(5)

16

(2) 軸直角方向支持容器
（6種類）

5

8

9

10

(8) 平板構造設備
（2種類）

・平板により構成される耐圧部と支持部材で構成されの，固有周
期及び応力のいずれも材料力学等を参考にした式を用いている
設備

・計算式に影響が有るパラメータの違いは，
①支持方法，形状
②固定方法

別紙1-41

別紙1-44

【代表】
別紙1-22

別紙1-38

・鉛直方向を長辺とした昇降シャフトを起点に上下に質点を振り
分けた下端固定２質点モデルにて，固有周期及び応力のいずれ
も材料力学等を参考にした式を用いている設備

・本体が型鋼などで構成されたはり部材の支持構造物で構成され，
固有周期及び応力のいずれも材料力学等を参考にした式を用い
ている設備

・計算式に影響が有るパラメータの違いは，
①支持方法
②荷重負担方法

(6) 昇降設備
（1種類）

はり構造設備
（4種類）(7)

24

25

26

20

21

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別紙2【FEM等を用いた応力解析による評価を行う設備：44種類（事業者管理であるBクラス設備の基本方針5種類を除く）】

脚支持たて置円筒形容器
（1種類）(4) ・JEAG4601に記載の構造と同一であり，脚により支持された，

たて置円筒形容器の設備

【代表】
別紙1-31

（JEAG式を適用）

別紙1-43

・JEAG4601に記載の構造と同様であり，円筒胴の長辺が固定面
に対し並行で，一つ以上の支持脚やラグで固定され，固定点
を起点に上下に質点を振り分けた２質点モデルである設備

・計算式に影響が有るパラメータの違いは，
①支持方法

別紙1-21

ラグ支持たて置円筒形容器
（2種類）(3)

11

12

13

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針　別紙1【定型式による評価を行う設備：26種類（事業者管理であるBクラス設備の基本方針19種類を除く）】

【代表】
別紙1-30

（JEAG式を適用）

別紙1-45

別紙1-29

別紙1-23

・JEAG4601に記載の構造と同様であり，円筒胴又はスカートによ
り支持されたたて置円筒形の設備

・計算式に影響が有るパラメータの違いは，
①支持方法
②固定端

たて置円筒形容器
（4種類）(1)

4

1

2

3

22

23

14

15

17

18

19

6

7

・JEAG4601に記載の構造と同様であり，本体の剛性が高い又は
本体に対して評価要求がなく，構造強度評価対象部位が固定
ボルトのみの設備

・計算式に影響が有るパラメータの違いは，
①支持剛性
②支持形状

【代表】
別紙1-32

（JEAG式を適用）

別紙1-33

別紙1-34

別紙1-35

・26種類のいずれも機器を質点系モデルに置き換えて計算を行うことは同様であり，そのうち機器の構造に応じた支持方法が類似するものは，支持部

及び形状を模擬するパラメータによる式が類似するため，支持方法の違いに応じた類型化を行った結果を下表に示す。

・定型式にはJEAGに記載の式をそのまま適用するものと，設備の構造に応じてJEAGの式を参考に構築したものがあり，分類の観点及び計算式の差分に

ついては，JEAGの式を代表として分類毎に比較表を用いた対応を行う。

・定型式にはJEAGの式以外に材料力学の式等も参考に計算式を設定しているものもあり，これらについては各計算式の適用性及び出展元等について示

し，分類の観点及び計算式の差分については，分類ごとに代表を選定した上で比較表を用いた対応を行う。

・上記の計算式に対する説明については，添付－３で示す。

≪定型式の類型化分類結果≫添付−1（１／２）の右記部分抜粋
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基本方針に対する類型化の分類（FEM等を用いた応力解析による評価）
(再処理施設)

添付-２(３／３)

別紙番号 基本方針名称 別紙番号 基本方針名称

1-1
中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-2
中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-25 横置一胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針
類型化分類数

(FEM)
分類名称 別紙番号 分類の観点

1-3
中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-1

1-4
中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関す
る計算書作成の基本方針

1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-7

1-5
横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基
本方針

1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-8

1-6
デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-9

1-7
デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-10

1-8
平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-11

1-9
スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算
書作成の基本方針

1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-12

1-10
四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-13

1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-17

1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-19

1-13
フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本
方針

1-36 フィルタユニット（遮蔽体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-22

1-14
フィルタユニット（遮蔽体一体形，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計
算書作成の基本方針

1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-24

1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-25

1-16
中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震
性に関する計算書作成の基本方針

1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-26

1-17
中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-27

1-18
上部スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する
計算書作成の基本方針

1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-28

1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-29

1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-30

1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-31

1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-32

1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-33

2-34

2-36

別紙番号 基本方針名称 別紙番号 基本方針名称 2-38

2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-27
中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方
針

2-42

2-2
環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の
基本方針

2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-46

2-3
ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方
針

2-29 ハル洗浄槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-49

2-4
バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書
作成の基本方針

2-30 ウラン洗浄塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-14

2-5
円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基
本方針

2-31 よう素追出し塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-15

2-6
バッファチューブ（小口径タイプ，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計
算書作成の基本方針

2-32 清澄機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-16

2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-33 ガラス溶融炉の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-18

2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-34 セル内クーラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-20

2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-35 ガラス固化体放射能測定装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-21

2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-36 溶解槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-23

2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-37 固化セル移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-35

2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-38 高レベル廃液濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-37

2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-39 バスケット搬送機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-39

2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-40 トレンチ移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-40

2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-41 貯蔵ホールの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-41

2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-42 補助油水分離槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-43

2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-43 燃料貯蔵ラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-44

2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-44 バスケット仮置き架台の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-45

2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-45 燃料移送水中台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-47

2-20 遮蔽容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-46 プール水冷却系熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-48

2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-47 第1チャンネルボックス切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-48 第1バーナブルポイズン切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-49 プルトニウム濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

：Bクラス設備の評価に用いる基本方針（類型化対象外）

単純な計算式を適用する設備
（17種類）

単純な計算式を適用する設備の特徴を以下に示す。
・評価部位に対して作用する荷重が単一方向に作用する。
・単一方向の荷重に対する計算は，一般的な材料力学による計算式
を適用する。

複雑な計算式を適用する設備の特徴を以下に示す。
・容器本体に作用する地震による応力に加え，圧力や支持部に生じ
る応力等複数の応力を組みあわせる。
・応力の組み合わせは，JEAG4601の計算式を基に各設備の形状に応
じて設定した評価式を適用する。

複雑な計算式を適用する設備
（27種類）

(2)

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針　別紙1【定型式による評価を行う設備：26種類（事業者管理であるBクラス設備の基本方針19種類を除く）】

Ⅳ-1-2-1 機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別紙2【FEM等を用いた応力解析による評価を行う設備：44種類（事業者管理であるBクラス設備の基本方針5種類を除く）】

(1)

≪FEMの類型化分類結果≫
添付−1（１／２）の右記部分抜粋

・44種類のいずれも評価過程である入力条件までの設定方法は同様であり，異なる部分としては構造の違いにより適用式が単純なものと複雑なものに

分かれるため，適用式の違いに応じた類型化を行った結果を下表に示す。

・これらの説明にあたっては，複雑な計算式，単純な計算式それぞれの計算式の適用性及び出典元等について，分類ごとに代表を選定した上で添付－３

にて示す。
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類型化分類毎の計算式に対する説明について 添付－３

評価手法 説明内容 添付番号 名称

添付－３－１－１
定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典
(定型式(6) 昇降設備)

添付－３－１－２
定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典
(定型式(7) はり構造設備)

添付－３－１－３
定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典
(定型式(8) 平板構造設備)

添付－３－２－１
定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(1) たて置円筒形容器)

添付－３－２－２
定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(2) 軸直角方向支持容器)

添付－３－２－３
定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(3) ラグ支持たて置円筒形容器)

添付－３－２－４
定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(5) ボルト支持剛体設備)

添付－３－２－５
定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(7) はり構造設備)

添付－３－２－６
定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(8) 平板構造設備)

添付－３－３－１
FEM等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典
（複雑な計算式の場合）

添付－３－３－２
FEM等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典
（単純な計算式の場合）

配管多質点
系はりモデル
による評価

［根拠書］
添付３－４

計算式の適用性及
び出典元

添付３－４ 配管多質点系はりモデルによる評価に用いる計算式の適用性及び出典

＊：各添付については，後次回に示す。

本資料では，以下に示す類型化分類毎の計算式に対する説明に用いる説明書及び比較表を示す。

［根拠書］
添付３－１

計算式の適用性及
び出典元

［比較表］
添付３－２

計算式及び類似の
計算式におけるパ
ラメータ式の違い

定型式による
評価

FEM等を用い
た応力解析
による評価

［根拠書］
添付３－３

計算式の適用性及
び出典元

※なお，今回の対応としては6月24日のヒアリングによる指摘に対し，これら後次回で

示す添付の示し方について，考え方のサンプルを参考資料－２に示す。
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各説明事項における説明内容について 添付－４（1／2）

カテゴリ 説明内容
対象設備

（対象設備以外は「-」を入力する）
方針のみ説明を行う設備
（「△」を入力する設備）

設備個別の検討結果までは示さない設備
（「○」を入力する設備）

設備個別の検討結果を示す設備
（「●」を入力する設備）

代表選定の考え方
各補足説明資料にて代表又は

差分の説明を行う設備
（「◎」or「☆」を入力する設備）

耐震
機電
02

動的地震力のSRSS法に
よる組合せ

・①SRSSの適用性に対する説明

・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設
・重大事故等対処設備

・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設
・重大事故等対処設備

－ － ・第1回申請設備 ・安全冷却水B冷却塔

耐震
機電
09

Sd評価結果の記載方法
・①Sd評価結果を耐震計算書に示さない設備
　　に対する説明

・Sクラス設備 ・Sクラス設備 － － ・第1回申請設備 ・安全冷却水B冷却塔

耐震
機電
19

機電設備の耐震計算書
の作成

・①耐震計算書の横断的な構成，留意点等に対す
　　る説明
　・①-1パターンA：FEM（別紙-2シリーズ），
　　　　　　　　　　　　多質点解析
　・①-2パターンB：矩形電気計装設備（別紙1-37）
　・①-3パターンC：パターンB以外の定型式による
　　　　　　　　　　　　評価を行う設備（別紙１シリーズ）
　・①-4パターンD：配管，ダクト標準支持間隔

・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設
・重大事故等対処設備

・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設
・重大事故等対処設備

－ －

・①-1：第1回申請設備
・①-2：代表設備の選定を行った際に別紙
          1-37が合致している場合，その設
          備を選定
・①-3：代表設備の選定を行った際に別紙1
          シリーズが合致している場合，その
          設備を選定
・①-4：第1回申請設備

・①-1：安全冷却水B冷却塔
・①-2：整理中
・①-3：整理中
・①-4：安全冷却水B冷却塔標準支持間隔

耐震
機電
22

地震荷重と事故時荷重
との組合せ

・①設計基準事故時に評価条件へ影響が生じる
　　可能性に対する説明
　　①-1プルトニウム濃縮缶でのＴＢＰ等の錯体の
　　　　　急激な分解反応
　  ①-2溶解槽における臨界
　  ①-3高レベル廃液ガラス固化設備での溶融
　　　　　ガラスの漏えい

・設計基準事故時の荷重にの検討が必要な事象
　に該当する設備

－ － － － －

後次回
機器の耐震計算におけ
る既設工認からの計算
式の変更点

・①定型式に対し 新知見の取り込みにより計
　　算式を変更したことに対する説明

・横置一胴円筒形容器（別紙1-25）を適用して
　いる設備
・平底たて置円筒形容器（別紙1-29）を適用し
　ている設備

・①-1横置一胴円筒形容器（別紙1-25）
・①-2平底たて置円筒形容器（別紙1-29）

－ －

・横置一胴円筒形容器（別紙1-25），平底
　たて置円筒形容器（別紙1-29）を適用し
　ている設備
・代表設備の選定を行った際に別紙1-25又
　は別紙1-29が合致している場合，その設
　備を選定
・合致していない場合は差分の説明を行う
  設備を選定

・別紙1-25：整理中
・別紙1-29：整理中

後次回
ダクト評価で用いる補正
係数，安全係数の設定
根拠

・①ダクト評価式に適用している係数の根拠に
　　対する説明

・ダクト標準支持間隔による評価を行う設備 ・ダクト標準支持間隔による評価を行う設備 － －

・ダクト標準支持間隔を適用している設備
・代表設備の選定を行った際に耐震機電16
　の代表と合致している場合，その設備を選
定

整理中

カテゴリ 説明内容
対象設備

（対象設備以外は「-」を入力する）
方針のみ説明を行う設備
（「△」を入力する設備）

設備個別の検討結果までは示さない設備
（「○」を入力する設備）

設備個別の検討結果を示す設備
（「●」を入力する設備）

代表選定の考え方
各補足説明資料にて代表又は

差分の説明を行う設備
（「◎」or「☆」を入力する設備）

耐震
機電
17

剛な設備の固有周期の
算出

固有周期の具体的数値を計算書で示していない設
備に対する説明
・①剛体であるため計算を省略している設備に対す
　　る説明
・②水平と鉛直の支配的な固有周期を示している設
　　備に対する説明
・③打振試験により固有周期を確認している設備に
　　対する説明

・定型式による評価を行う設備 －

・①-1冷却塔ファン（別紙2-1）
・①-2横軸ポンプ（別紙1-32）
・②定型式による評価を行う設備
･③矩形電気計装設備（別紙1-37）

－

・①-1：第1回申請設備
・①-2：重量が も重たい設備
・②：定型式の各分類から，１設備ずつ選定
・③：矩形電気計装設備：確認中

・①-1：安全冷却水B冷却塔
・①-2：AA安全空気圧縮装置（空気圧縮機）
・②：整理中
・③：整理中

後次回
屋内設備に対するアン
カー定着部の評価

・①基礎ボルトにてコンクリートに設置されている設
　　備について，コンクリートの方が基礎ボルトより余
　　裕があることを説明

・基礎ボルトが評価部位である設備 － ・①基礎ボルトが評価部位である設備 － ・基礎ボルトの応力比が も大きい設備 ・AB中間熱熱交換器A,B

カテゴリ 説明内容
対象設備

（対象設備以外は「-」を入力する）
方針のみ説明を行う設備
（「△」を入力する設備）

設備個別の検討結果までは示さない設備
（「○」を入力する設備）

設備個別の検討結果を示す設備
（「●」を入力する設備）

代表選定の考え方
各補足説明資料にて代表又は

差分の説明を行う設備
（「◎」or「☆」を入力する設備）

後次回
電気盤等の機能維持評
価に適用する水平方向
の評価用地震力

・①電気的機能維持が必要な部品について，設置
　　位置に応じた機能確認済み加速度に対する説明

・矩形電気計装設備（別紙1-37）のうち電気的
　機能維持評価を行っている設備

－ － ・①電気的機能維持評価を行う設備 ・加速度比が も大きい盤 整理中

後次回
等価繰返し回数の妥当
性確認

・①疲労評価を行う設備に応じた等価繰り返し回数
　　設定の妥当性に対する説明

・疲労評価を行っている設備 － － ・①疲労評価結果を示す設備
・疲労評価を行う設備のうち も応力比が高
い設備

整理中

耐震
機電
16

配管系の評価手法

・①配管標準支持間隔の設計手法に対する説明
・②ダクト標準支持間隔の設計手法に対する説明
・③配管標準支持間隔のFRSピーク回避に対する
　　説明
・④配管の建屋間相対変位に対する説明

・配管標準支持間隔による評価を行う設備
・ダクト標準支持間隔による評価を行う設備

・①配管定ピッチの設計手法
・②ダクト定ピッチの設計手法

－
・③配管定ピッチ全建屋
・④建屋間を跨ぐ配管が有る建屋

・①：第１回申請設備
・②：ダクト標準支持間隔を適用している設備
・③，④：他の補足で説明代表となった建屋か
ら③，④の各説明代表をピックアップ（どの建
屋も同じであるため他の説明代表から抽出）

・①：安全冷却水B冷却塔標準支持間隔
・②：整理中
・③：整理中
・④：整理中

後次回
重大事故評価における
許容限界等の適用

・①重大事故評価における許容限界の適用に対
　　する説明
　　①-1許容限界の算出に基準強度F値の算出
　　　　　方法を変更することに対する説明
　　①-2材料引張強さの下限値Suを適用すること
　　　　　に対する説明

・設計基準以上の評価を実施している設備 － －

・①-1許容限界の算出に基準強度F値の算
出方法を変更している設備
・①-2材料引張強さの下限値Suを適用してい
る設備

・①-1：F値の算出方法を変更している設備の
うち，応力比が も大きい設備
・①-2：材料引張強さの下限値Suを適用して
いる設備のうち，応力比が も大きい設備

整理中

・耐震機電07 R9（耐震設計の基本方針に関する機器・配管系の類型化に対する分類の考え方について）に示していた類型化を活用した耐震計算書及び補足説明資料の対応方法については，共通側ヒアリングにおける申請資料の添付方法の確定及び影響評価等の
　添付資料格上げに伴い廃止とし，本補足説明資料では，類型化の中では代表設備の選定に対する考え方を示す本資料に差し替える。
・本資料は，各説明事項に該当する設備を抽出し説明を行う代表設備の選定を行うため，説明事項ごとの説明内容に応じた整理を行うものである。

対象

方針により
説明を行う
もの(△)

対象

対象

設備個別の
検討結果は示さ

ないもの(〇)

設備個別の検討
結果を示す

もの(●)

【設備ごとの説明内容に対する凡例】

―：補足説明対象外

△：検討対象設備／方針に対する説明を行う設備

○：検討対象設備／床応答スペクトルの重ね合わせ等により説明を行い，設備個別の検討結果をまでは示さず妥当性を示す設備

●：検討対象設備／補足説明資料にて設備個別の検討結果を用いて妥当性を示す設備

◎：補足説明資料ごとの説明を代表で行う設備（●，〇，△から選定）

☆：差分説明を行う設備

※ 本資料の⽬的は，6⽉24⽇のヒアリングに
て指摘のあった差分を踏まえた代表選定の
考え⽅を⽰すことであるため，特別に後次
回以降の説明対象である重⼤事故等を含め
た差分の抽出を⾏う。（現在，整理途中）
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各説明事項における説明内容について 添付－４（2／2）

カテゴリ 説明内容
対象設備

（対象設備以外は「-」を入力する）
方針のみ説明を行う設備
（「△」を入力する設備）

設備個別の検討結果までは示さない設備
（「○」を入力する設備）

設備個別の検討結果を示す設備
（「●」を入力する設備）

代表選定の考え方
各補足説明資料にて代表又は

差分の説明を行う設備
（「◎」or「☆」を入力する設備）

耐震
機電
01

鉛直方向の動的地震力
考慮による設備の浮き
上がり等の影響

・①鉛直を拘束していない設備に対する説明
　　①-1吊荷があり，鉛直１G以上の設備
　　①-2吊荷があり，鉛直１G以下の設備

・クレーン類のうち吊荷が有る設備 － ・①-2吊荷があり，鉛直１G以下の設備 ・①-1吊荷があり，鉛直１G以上の設備
・①-1鉛直1G以上の設備の中から応力比
　　　　が も大きい設備

・燃料横転ｸﾚｰﾝ

耐震
機電
03

下位クラス施設の波及
的影響の検討

・①波及的影響を受けない設備に対する説明
・②上位クラス設備に対して，波及的影響がある
　　設備の選定結果に対する説明
　　②-1転倒・落下の影響が有る設備に対する説明
　　②-2相互影響の影響が有る設備に対する説明

・Sクラス設備 － ・①波及的影響を受けない設備に対する説明
・②-1転倒・落下の影響が有る設備に対す
　　　　る検討結果
・②-2相互影響の影響が有る設備に対する
　　　　検討結果

・②-1転倒落下の被害者となる設備
・②-2相互影響の被害者となる設備

整理中

耐震
機電
10

水平2方向及び鉛直方
向地震力の組合せに関
する設備の抽出及び考
え方

・①水平２方向の影響が軽微な設備に対する説明
・②水平２方向の影響の可能性が有る設備に対
　　する説明

・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設
・重大事故等対処設備

－ ・①水平２方向の影響が軽微な設備 ・②水平２方向の影響の可能性が有る設備
・②水平２方向の影響の可能性が有る設備
　　の中から応力比が も大きい設備

②影響が有る設備
・別紙1-30：ﾌﾗｯｼｭﾄﾞﾗﾑA,B
・別紙2-28：高レベル廃液供給槽A
・別紙1-29：燃料油ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸA,B
・別紙2-7：第8一時貯留処理槽
・別紙1-23：負圧維持治具1,2
・別紙1-34：不溶解残渣回収槽A,Bﾎﾟﾝﾌﾟ1,2等
・別紙1-42：脱硝装置A,B昇降機
・清澄機A,B
・よう素追出し塔A,B
・燃料仮置きﾗｯｸ
・高残留濃縮度BWR燃料貯蔵ﾗｯｸ
・配管多質点（AB建屋）

耐震
機電
14

動的機能維持評価手法
の適用

・①規格に定められた形状以外で動的機能維持
　　評価を行う際の評価手法の妥当性に対する説明
・②弁の高振動に対する評価手法の妥当性に対す
　　る説明
・③新たに行った加振試験に対する説明

・詳細評価により機能維持評価を行う設備
※加速度の比較を行う設備は対象外

・加速度比較を行う設備のうち，高振動評価結果
　を示す弁
・新たに行った加振試験結果を適用している設備

－

・①動的機能維持を行う設備のうち，規格上の形状
　　又は仕様に該当せず詳細評価を行っている設備
　　　・冷却塔ファン
　　　・横軸ポンプのうちスクリュー式ポンプ，ギア式
　　　　ポンプ
・③新たに行った加振試験結果を適用している設備

・②動的機能維持評価を行っている弁

・冷却塔ファン：第1回申請設備
・スクリュー式：－（対象が１基のみのため）
・ギア式：－（対象が１基のみのため）
・新たに加振試験を行っている弁の中から加
速度比が も大きい弁

・冷却塔ファン：安全冷却水B冷却塔
・スクリュー式ポンプ：第１非常用ディーゼル
　　　　　　　　　　　　　　発電設備燃料移送ポ
　　　　　　　　　　　　　　ンプ
・ギア式ポンプ：第2非常用ディーゼル発電機
　　　　　　　　　　　設備燃料油移送ポンプ
・弁：整理中

耐震
機電
18

新たに適用した減衰定
数

・①鉛直減衰を適用する設備に対する説明
・②試験結果より高減衰を適用する設備（クレーン）
　　に対する説明
・③試験結果より高減衰を適用する設備（配管）
　　に対する説明

・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設
・重大事故等対処設備

・①鉛直減衰を適用している設備
・③配管高減衰
　（配管定ピッチ，配管多質点，弁）

－ ・②クレーンの試験体から適用可能な設備
・②試験体の減衰を適用している設備から応
　　力比が 大の設備

整理中

耐震
機電
23

機器と配管の相対変位
に対する設計上の扱い

・①変位が小さい剛な機器に対する説明
・②変位が大きくなる剛ではない機器に対する説明

・配管との取合いがある設備 ・①配管に接続している剛な機器 － ・②配管に接続されている剛ではない機器
・剛な設備：第1回申請設備
・剛ではない設備：変位が も大きい設備

・剛な設備：安全冷却水B冷却塔
・剛ではない設備：高レベル廃液濃縮缶

耐震建物
29

計算機プログラム（解析
コード）の概要

・①解析コードを用いている設備に対する説明
・②先行炉とVer.違いの解析コードを用いている
　　設備に対する説明
・③先行炉実績が無い解析コードを使用している
　　設備に対する説明

・解析コードを用いている設備 － ・①解析コードを用いている設備

・②先行炉とVer.違いの解析コードを用いて
　　いる設備
・③先行炉実績が無い解析コードを使用し
　　ている設備

・③第1回申請設備 ・安全冷却水B冷却塔床応答スペクトル

耐震
機電
12

一関東鉛直 整理中

耐震
機電
11

材料物性のばらつき 整理中

耐震
機電
21

隣接建屋の影響に対す
る影響確認

整理中

後次回
液状化に伴う機電設備
の影響確認

整理中

カテゴリ 説明内容
対象設備

（対象設備以外は「-」を入力する）
方針のみ説明を行う設備
（「△」を入力する設備）

設備個別の検討結果までは示さない設備
（「○」を入力する設備）

設備個別の検討結果を示す設備
（「●」を入力する設備）

代表選定の考え方
各補足説明資料にて代表又は

差分の説明を行う設備
（「◎」or「☆」を入力する設備）

設備個別の
検討結果を
示すもの(●)
と設備個別の

検討結果は示さ
ないもの(〇)
が混在し差分

となるもの
（他の説明代表

により説明代表を
決定）

耐震
機電
13

既設工認からの変更点

・①-1新規設計設備（耐震クラス格上により新たに耐
　震計算書を示す設備含む）のうち構造に該当する
　耐震計算の基本方針（FEM）を適用する妥当性に
　対する説明
・①-2新規設計設備（耐震クラス格上により新たに耐
　震計算書を示す設備含む）のうち構造に該当する
　耐震計算の基本方針（定型式）を適用する妥当性
　に対する説明
・②補強により既設工認から変更したモデル及び計
　算書に対する説明
・③-1既設設備のうち既設工認から変更した計算書
　に対する説明
・③-2既設設備のうち評価条件を変更をしていない
  ことの説明

・新規設計設備
・補強設備
・既設設備

－
・③-2既設工認からの評価条件の変更が無い設備の
　　確認結果

・①-1，①-2新設設備
・②補強設備
・③-1既設設備のうち評価条件を変更をした
         設備

【他の説明代表の選定に当たっての，優先条
件とする計画】
・①-1，①-2：各設備
・②：各設備
・③-1：変更点に該当する項目が も多い設
          備

・①-1，①-2：整理中
・②：整理中
・③：整理中

設備個別の
検討結果を
示すもの(●)
と設備個別の

検討結果は示さ
ないもの(〇)

又は方針のみ示
すもの(△)

が混在し差分
となるもの

・詳細評価（評価条件精緻化）を行っている
　設備から も応力比が大きい設備

・詳細評価（評価条件精緻化）を行っている
　設備から も応力比が大きい設備

・②応答倍評価を実施している設備
・③又は④詳細評価（時刻歴含む）を実施
　している設備

・②応答倍評価を実施している設備
・③又は④詳細評価（時刻歴含む）を実施
　している設備

・①FRSの重ね合わせにて包絡され，評価結果に
　　影響を与えない設備

対象

・①-1隣接，液状化の対象建屋以外に設置されて
　　　　いる設備
・①-2FRSの重ね合わせにて包絡され，評価結果に
　　　　影響を与えない設備

－

－

影響を受ける建屋のうち
・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設

・Sクラス設備
・上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれ
　のある下位クラス施設

・①-1影響検討を実施する対象建屋に対する説明
・①-2影響評価用のFRSが基準地震動に包絡され
　　　ている設備に対する説明
・②応答倍評価で成立している設備に対する説明
・③詳細評価（波の入替えのみ）に対する説明
・④詳細評価（評価条件精緻化）に対する説明

・①影響評価用のFRSが基準地震動に包絡され
　　ている設備に対する説明
・②応答倍評価で成立している設備に対する説明
・③詳細評価（波の入替えのみ）に対する説明
・④詳細評価（評価条件精緻化）に対する説明

対象

【設備ごとの説明内容に対する凡例】

―：補足説明対象外

△：検討対象設備／方針に対する説明を行う設備

○：検討対象設備／床応答スペクトルの重ね合わせ等により説明を行い，設備個別の検討結果をまでは示さず妥当性を示す設備

●：検討対象設備／補足説明資料にて設備個別の検討結果を用いて妥当性を示す設備

◎：補足説明資料ごとの説明を代表で行う設備（●，〇，△から選定）

☆：差分説明を行う設備
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代表設備選定手順の具体例
（サンプル (軸直角方向支持容器) ）

添付－５－1

【事業者確認事項】

一関東評価
用地震動(鉛
直)に対する
影響確認

重大事故評
価における
許容限界等

の適用

可搬型SA設
備等の耐震
計算方針

水平２方向
及び鉛直方
向地震力の
組合せに関
する設備の
抽出及び考

え方

既設工認か
らの変更点

鉛直方向の
動的地震力
考慮による
設備の浮き
上がり等の

影響

動的地震力
のSRSS法に
よる組合せ

下位クラス
施設の波及
的影響の検

討

Sd評価結果
の記載方法

剛な設備の
固有周期の

算出

配管系の評
価手法

材料物性
のばらつき

動的機能維
持評価手法

の適用

新たに適用
した減衰定

数

機電設備の
耐震計算書

の作成

隣接建屋の
影響に対す
る影響確認

地震荷重と
事故時荷重
との組合せ

機器と配管
の相対変位
に対する設
計上の扱い

計算機プロ
グラム（解
析コ－ド）

の概要

電気盤等の
機能維持評
価に適用す
る水平方向
の評価用地

震力

等価繰返し
回数の妥当

性確認

屋内設備に
対するアン
カ－定着部

の評価

機器の耐震
計算におけ
る既設工認
からの計算
式の変更点

液状化に伴
う機電設備
の影響確認

ダクト評価
で用いる補
正係数，安
全係数の設

定根拠

第1回申請 第2回申請
後次回以降

申請
耐震機電12 後次回 後次回 耐震機電10 耐震機電13 耐震機電01 耐震機電02 耐震機電03 耐震機電09 耐震機電17 耐震機電16 耐震機電11 耐震機電14 耐震機電18 耐震機電19 耐震機電21 耐震機電22 耐震機電23 耐震建物29 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回

1 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
純水中間貯槽 ◎

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

2 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
安全冷水A,B冷却器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

3 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
第1,第2加熱器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

4 再処理施設 前処理建屋 洗浄廃液受槽 ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-2）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

5 再処理施設
非常用電源建屋燃料油貯

蔵タンクA,B
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1A,2A
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1B,2B

☆
○

（①）
●

（①-1）
－

〇
（①）

●
（③-1）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
●

（②）
－

〇
（③）

△
●

（②）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
15

（差分:4）

6 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
●

（③-1）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

●
（②）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 15

7 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 15

8 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
高ﾚﾍﾞﾙ廃液混合槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

9 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給液槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 15

10 再処理施設
ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋
廃ｶﾞｽ第2冷却器 ☆

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
●

（②）
－ 14

11 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給槽A,B気液分離器A,B ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － －
●

（①）
－ －

〇
（①-1）

－ 16

12 再処理施設 精製建屋 抽出塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

13 再処理施設 精製建屋 核分裂生成物洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ☆
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

14 再処理施設 精製建屋 ｳﾗﾝ洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄA ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

15 再処理施設 精製建屋 第1酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

16 再処理施設 精製建屋 第1脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
〇

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

17 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔供給ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
〇

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

18 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
〇

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

19 再処理施設 精製建屋 第2脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
〇

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

④その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等
設工認申請

分割申請状況

◎：説明代表設備
☆：差分説明を行う設備

※　本資料の目的は，6月24日のヒアリングにて指摘のあった差分を踏
    まえた代表選定の考え方を示すことであるため，特別に後次回以降
    の説明対象である重大事故等を含めた差分の抽出を行う。

類型化
分類

別紙1－27

設備名称設置場所施設区分番号
別紙
番号 説明事項

の数

①事業変更許可申請書の記載内容のう
ち当社特有の説明事項

②新規制基
準における
追加要求に
係る説明事

項

③評価内容
及び既設工
認からの変
更点に係る
説明事項

別紙1－24

別紙1－43

定型式

(2)

軸直角方向
支持容器

別紙1－25

別紙1－26

【添付－３の説明事項ごとに設定した値の凡例】

―：補足説明対象外

△：検討対象設備／方針に対する説明を行う設備

○：検討対象設備／床応答スペクトルの重ね合わせ等により説明を行い，設備個別の検討結果までは示さず妥当性を示す設備

●：検討対象設備／補足説明資料にて設備個別の検討結果を用いて妥当性を示す設備

◎：補足説明資料ごとの説明を代表で行う設備（●，〇，△から選定）

☆：差分説明を行う設備

代表設備

・本頁では，代表設備選定に対する設備毎の説明事項を踏まえた代表設備の選定過程について具体例を示す。

①説明事項数が多い設備の選定

説明事項数の多い設備が複数ある場合は，これらから代表設備を選定する。

③応力比による代表設備の選定

説明事項が多い設備が複数ある場合は，該当設備から応力比が最

大となる設備を代表設備として選定。

応⼒⽐が以下の場合純⽔中間貯槽を
代表とする。
純⽔中間槽：0.70

安全冷⽔A,B冷却器：0.65

第1,第2加熱器：0.60

②説明内容による代表設備の選定

・本サンプルは説明事項が多い設備が3基該当し，

説明事項のばらつきが無いケースとなっている。

・説明事項が多い設備間で，●，〇，△でがばらつく

場合は，説明内容の重要度に応じた設備として●の

設備を代表設備として選定する。

2020



差分の説明を行う設備選定手順の具体例
（サンプル (軸直角方向支持容器) ）

添付－５－２（１／４）

【事業者確認事項】

一関東評価
用地震動(鉛
直)に対する
影響確認

重大事故評
価における
許容限界等

の適用

可搬型SA設
備等の耐震
計算方針

水平２方向
及び鉛直方
向地震力の
組合せに関
する設備の
抽出及び考

え方

既設工認か
らの変更点

鉛直方向の
動的地震力
考慮による
設備の浮き
上がり等の

影響

動的地震力
のSRSS法に
よる組合せ

下位クラス
施設の波及
的影響の検

討

Sd評価結果
の記載方法

剛な設備の
固有周期の

算出

配管系の評
価手法

材料物性
のばらつき

動的機能維
持評価手法

の適用

新たに適用
した減衰定

数

機電設備の
耐震計算書

の作成

隣接建屋の
影響に対す
る影響確認

地震荷重と
事故時荷重
との組合せ

機器と配管
の相対変位
に対する設
計上の扱い

計算機プロ
グラム（解
析コ－ド）

の概要

電気盤等の
機能維持評
価に適用す
る水平方向
の評価用地

震力

等価繰返し
回数の妥当

性確認

屋内設備に
対するアン
カ－定着部

の評価

機器の耐震
計算におけ
る既設工認
からの計算
式の変更点

液状化に伴
う機電設備
の影響確認

ダクト評価
で用いる補
正係数，安
全係数の設

定根拠

第1回申請 第2回申請
後次回以降

申請
耐震機電12 後次回 後次回 耐震機電10 耐震機電13 耐震機電01 耐震機電02 耐震機電03 耐震機電09 耐震機電17 耐震機電16 耐震機電11 耐震機電14 耐震機電18 耐震機電19 耐震機電21 耐震機電22 耐震機電23 耐震建物29 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回

1 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
純水中間貯槽 ◎

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

2 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
安全冷水A,B冷却器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

3 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
第1,第2加熱器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

4 再処理施設 前処理建屋 洗浄廃液受槽 ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-2）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

5 再処理施設
非常用電源建屋燃料油貯

蔵タンクA,B
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1A,2A
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1B,2B

☆
○

（①）
●

（①-1）
－

〇
（①）

●
（③-1）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
●

（②）
－

〇
（③）

△
●

（②）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
15

（差分:4）

6 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
●

（③-1）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

●
（②）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－

14
（差分:2）

7 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

8 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
高ﾚﾍﾞﾙ廃液混合槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

9 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給液槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 15

10 再処理施設
ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋
廃ｶﾞｽ第2冷却器 ☆

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
●

（②）
－

14
（差分:1）

11 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給槽A,B気液分離器A,B ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － －
●

（①）
－ －

〇
（①-1）

－ 16

12 再処理施設 精製建屋 抽出塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

13 再処理施設 精製建屋 核分裂生成物洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ☆
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

14 再処理施設 精製建屋 ｳﾗﾝ洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄA ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

15 再処理施設 精製建屋 第1酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

16 再処理施設 精製建屋 第1脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

17 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔供給ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

18 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

19 再処理施設 精製建屋 第2脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

これら差分6項目に対する説明を行う設備の抽
出方法について，次頁以降に示す。

①事業変更許可申請書の記載内容のう
ち当社特有の説明事項

③評価内容
及び既設工
認からの変
更点に係る
説明事項

②新規制基
準における
追加要求に
係る説明事

項

④その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等

別紙1－24

別紙1－43

類型化
分類

別紙
番号

番号

定型式

(2)

軸直角方向
支持容器

別紙1－25

別紙1－26

別紙1－27

施設区分 設置場所 設備名称
説明事項

の数

設工認申請
分割申請状況

◎：説明代表設備
☆：差分説明を行う設備

①

：代表設備

：同一説明事項内で差分となる設備

：差分説明を行う設備

：説明事項の差分となる事項

b.同一の説明事項内での差分

同じ説明事項内で検討事項が異なり，

差分として説明が必要となる事項。

（括弧内の検討内容が代表設備と異

なるため差分として抽出）

・本資料では代表設備との差分示す。

[a.説明事項の差分］

評価条件変更の有無に対する内容等，該当する説明事項における設備毎で説明内容が異なるもの。

［b.同一の説明事項内での差分］

検討内容と簡易評価又は詳細評価を行っているもの等，説明事項における検討内容が異なるもの。

【添付－３の説明事項ごとに設定した値の凡例】

―：補足説明対象外

△：検討対象設備／方針に対する説明を行う設備

○：検討対象設備／床応答スペクトルの重ね合わせ等により説明を行い，設備個別の検討結果をまでは示さず妥当性を示す設備

●：検討対象設備／補足説明資料にて設備個別の検討結果を用いて妥当性を示す設備

◎：補足説明資料ごとの説明を代表で行う設備（●，〇，△から選定）

☆：差分説明を行う設備

a.説明事項の差分（本資料における該当数：1項目）

・代表設備は，既設工認から評価条件の変更を行って

いないため，既設工認から条件の変更を行った●の

設備が差分となる。

b.同一の説明事項内での差分

同じ説明事項内で検討事項が異なり，

差分として説明が必要となる事項。

（括弧内の検討内容が代表設備と異

なるため差分として抽出）

b.同一の説明事項内での差分

同じ説明事項内で検討事項が異なり，

差分として説明が必要となる事項。

（括弧内の検討内容が代表設備と異

なるため差分として抽出）

b.同一の説明事項内での差分

同じ説明事項内で検討事項が異なり，

差分として説明が必要となる事項。

（括弧内の検討内容が代表設備と異

なるため差分として抽出）

b.同一の説明事項内での差分（本資料における該当数：5項目）

・同じ●でも，検討内容の違いにより差分となる。

①－1：代表設備は，許容限界に設計基準以上の値を適用しており，当該設備も許容限界に設計基準以上の値を適用しているが

適用する内容が代表設備とは異なるため，差分となる。

② ：代表設備は，詳細評価までを実施しており，当該設備は簡易評価にて完了しているため差分となる。

②－1：代表設備は，転倒落下が対象となり，当該設備は相互影響が対象となるため差分となる。
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差分の説明を行う設備選定手順の具体例
（サンプル (軸直角方向支持容器) ）

添付－５－２（２／４）

【事業者確認事項】

一関東評価
用地震動(鉛
直)に対する
影響確認

重大事故評
価における
許容限界等

の適用

可搬型SA設
備等の耐震
計算方針

水平２方向
及び鉛直方
向地震力の
組合せに関
する設備の
抽出及び考

え方

既設工認か
らの変更点

鉛直方向の
動的地震力
考慮による
設備の浮き
上がり等の

影響

動的地震力
のSRSS法に
よる組合せ

下位クラス
施設の波及
的影響の検

討

Sd評価結果
の記載方法

剛な設備の
固有周期の

算出

配管系の評
価手法

材料物性
のばらつき

動的機能維
持評価手法

の適用

新たに適用
した減衰定

数

機電設備の
耐震計算書

の作成

隣接建屋の
影響に対す
る影響確認

地震荷重と
事故時荷重
との組合せ

機器と配管
の相対変位
に対する設
計上の扱い

計算機プロ
グラム（解
析コ－ド）

の概要

電気盤等の
機能維持評
価に適用す
る水平方向
の評価用地

震力

等価繰返し
回数の妥当

性確認

屋内設備に
対するアン
カ－定着部

の評価

機器の耐震
計算におけ
る既設工認
からの計算
式の変更点

液状化に伴
う機電設備
の影響確認

ダクト評価
で用いる補
正係数，安
全係数の設

定根拠

第1回申請 第2回申請
後次回以降

申請
耐震機電12 後次回 後次回 耐震機電10 耐震機電13 耐震機電01 耐震機電02 耐震機電03 耐震機電09 耐震機電17 耐震機電16 耐震機電11 耐震機電14 耐震機電18 耐震機電19 耐震機電21 耐震機電22 耐震機電23 耐震建物29 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回

1 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
純水中間貯槽 ◎

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

2 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
安全冷水A,B冷却器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

3 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
第1,第2加熱器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

4 再処理施設 前処理建屋 洗浄廃液受槽 ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-2）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

5 再処理施設
非常用電源建屋燃料油貯

蔵タンクA,B
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1A,2A
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1B,2B

☆
○

（①）
●

（①-1）
－

〇
（①）

●
（③-1）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
●

（②）
－

〇
（③）

△
●

（②）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
15

（差分:4）

6 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
●

（③-1）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

●
（②）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－

14
（差分:2）

7 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

8 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
高ﾚﾍﾞﾙ廃液混合槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

9 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給液槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 15

10 再処理施設
ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋
廃ｶﾞｽ第2冷却器 ☆

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
●

（②）
－

14
（差分:1）

11 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給槽A,B気液分離器A,B ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － －
●

（①）
－ －

〇
（①-1）

－ 16

12 再処理施設 精製建屋 抽出塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

13 再処理施設 精製建屋 核分裂生成物洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ☆
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

14 再処理施設 精製建屋 ｳﾗﾝ洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄA ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

15 再処理施設 精製建屋 第1酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

16 再処理施設 精製建屋 第1脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

17 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔供給ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

18 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

19 再処理施設 精製建屋 第2脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

①事業変更許可申請書の記載内容のう
ち当社特有の説明事項

②新規制基
準における
追加要求に
係る説明事

項

③評価内容
及び既設工
認からの変
更点に係る
説明事項

④その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等

説明事項
の数

設工認申請
分割申請状況

◎：説明代表設備
☆：差分説明を行う設備

定型式

(2)

軸直角方向
支持容器

別紙1－25

別紙1－26

別紙1－27

別紙1－24

別紙1－43

施設区分 設置場所 設備名称
類型化
分類

別紙
番号

番号

・① 差分となる説明事項数が多い設備を選定。

本資料では差分６項目のうち，説明事項数が多く該当する設備を選定。

・a.の差分とb.の差分を合わせて差分の説明

事項数が多い設備の選定（4項目）

：代表設備

：同一説明事項内で差分となる設備

：差分説明を行う設備

：同一類型化分類内での差分となる事項
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差分の説明を行う設備選定手順の具体例
（サンプル (軸直角方向支持容器) ）

添付－５－２（３／４）

【事業者確認事項】

一関東評価
用地震動(鉛
直)に対する
影響確認

重大事故評
価における
許容限界等

の適用

可搬型SA設
備等の耐震
計算方針

水平２方向
及び鉛直方
向地震力の
組合せに関
する設備の
抽出及び考

え方

既設工認か
らの変更点

鉛直方向の
動的地震力
考慮による
設備の浮き
上がり等の

影響

動的地震力
のSRSS法に
よる組合せ

下位クラス
施設の波及
的影響の検

討

Sd評価結果
の記載方法

剛な設備の
固有周期の

算出

配管系の評
価手法

材料物性
のばらつき

動的機能維
持評価手法

の適用

新たに適用
した減衰定

数

機電設備の
耐震計算書

の作成

隣接建屋の
影響に対す
る影響確認

地震荷重と
事故時荷重
との組合せ

機器と配管
の相対変位
に対する設
計上の扱い

計算機プロ
グラム（解
析コ－ド）

の概要

電気盤等の
機能維持評
価に適用す
る水平方向
の評価用地

震力

等価繰返し
回数の妥当

性確認

屋内設備に
対するアン
カ－定着部

の評価

機器の耐震
計算におけ
る既設工認
からの計算
式の変更点

液状化に伴
う機電設備
の影響確認

ダクト評価
で用いる補
正係数，安
全係数の設

定根拠

第1回申請 第2回申請
後次回以降

申請
耐震機電12 後次回 後次回 耐震機電10 耐震機電13 耐震機電01 耐震機電02 耐震機電03 耐震機電09 耐震機電17 耐震機電16 耐震機電11 耐震機電14 耐震機電18 耐震機電19 耐震機電21 耐震機電22 耐震機電23 耐震建物29 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回

1 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
純水中間貯槽 ◎

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

2 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
安全冷水A,B冷却器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

3 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
第1,第2加熱器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

4 再処理施設 前処理建屋 洗浄廃液受槽 ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-2）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

5 再処理施設
非常用電源建屋燃料油貯

蔵タンクA,B
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1A,2A
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1B,2B

☆
○

（①）
●

（①-1）
－

〇
（①）

●
（③-1）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
●

（②）
－

〇
（③）

△
●

（②）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
15

（差分:4）

6 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
●

（③-1）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

●
（②）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－

14
（差分:2）

7 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

8 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
高ﾚﾍﾞﾙ廃液混合槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

9 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給液槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 15

10 再処理施設
ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋
廃ｶﾞｽ第2冷却器 ☆

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
●

（②）
－

14
（差分:1）

11 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給槽A,B気液分離器A,B ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － －
●

（①）
－ －

〇
（①-1）

－ 16

12 再処理施設 精製建屋 抽出塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

13 再処理施設 精製建屋 核分裂生成物洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ☆
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

14 再処理施設 精製建屋 ｳﾗﾝ洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄA ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

15 再処理施設 精製建屋 第1酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

16 再処理施設 精製建屋 第1脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

17 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔供給ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

18 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

19 再処理施設 精製建屋 第2脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

説明事項
の数

定型式

(2)

軸直角方向
支持容器

④その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等

設備名称

設工認申請
分割申請状況

◎：説明代表設備
☆：差分説明を行う設備

①事業変更許可申請書の記載内容のう
ち当社特有の説明事項

②新規制基
準における
追加要求に
係る説明事

項

③評価内容
及び既設工
認からの変
更点に係る
説明事項

別紙1－25

別紙1－26

別紙1－27

別紙1－24

別紙1－43

類型化
分類

別紙
番号

番号 施設区分 設置場所

② 残り2項目の差分については，差分が該当する設備にて説明する。

③応力比による差分を説明する設備の選定

差分の説明事項が多い設備が複数ある場合は，該当設備

から応力比が最大となる設備を代表設備として選定。

②個別で説明を行う設備を選定（2項目）

残り2項目の差分の説明を行う設備を選定。

①

②

：代表設備

：同一説明事項内で差分となる設備

：差分説明を行う設備

：同一類型化分類内での差分となる事項
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差分の説明を行う設備選定手順の具体例
（サンプル (軸直角方向支持容器) ）

添付－５－２（４／４）

【事業者確認事項】

一関東評価
用地震動(鉛
直)に対する
影響確認

重大事故評
価における
許容限界等

の適用

可搬型SA設
備等の耐震
計算方針

水平２方向
及び鉛直方
向地震力の
組合せに関
する設備の
抽出及び考

え方

既設工認か
らの変更点

鉛直方向の
動的地震力
考慮による
設備の浮き
上がり等の

影響

動的地震力
のSRSS法に
よる組合せ

下位クラス
施設の波及
的影響の検

討

Sd評価結果
の記載方法

剛な設備の
固有周期の

算出

配管系の評
価手法

材料物性
のばらつき

動的機能維
持評価手法

の適用

新たに適用
した減衰定

数

機電設備の
耐震計算書

の作成

隣接建屋の
影響に対す
る影響確認

地震荷重と
事故時荷重
との組合せ

機器と配管
の相対変位
に対する設
計上の扱い

計算機プロ
グラム（解
析コ－ド）

の概要

電気盤等の
機能維持評
価に適用す
る水平方向
の評価用地

震力

等価繰返し
回数の妥当

性確認

屋内設備に
対するアン
カ－定着部

の評価

機器の耐震
計算におけ
る既設工認
からの計算
式の変更点

液状化に伴
う機電設備
の影響確認

ダクト評価
で用いる補
正係数，安
全係数の設

定根拠

第1回申請 第2回申請
後次回以降

申請
耐震機電12 後次回 後次回 耐震機電10 耐震機電13 耐震機電01 耐震機電02 耐震機電03 耐震機電09 耐震機電17 耐震機電16 耐震機電11 耐震機電14 耐震機電18 耐震機電19 耐震機電21 耐震機電22 耐震機電23 耐震建物29 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回

1 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
純水中間貯槽 ◎

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

2 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
安全冷水A,B冷却器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

3 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
第1,第2加熱器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

●
（②-2）

△
〇

（②）
－

●
（③）

－
〇

（③）
△

●
（③）

－ △ － －
●

（①）
－ △

〇
（①-1）

－ 17

4 再処理施設 前処理建屋 洗浄廃液受槽 ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-2）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

5 再処理施設
非常用電源建屋燃料油貯

蔵タンクA,B
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1A,2A
燃料油貯蔵ﾀﾝｸ1B,2B

☆
○

（①）
●

（①-1）
－

〇
（①）

●
（③-1）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
●

（②）
－

〇
（③）

△
●

（②）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
15

（差分:4）

6 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
●

（③-1）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

●
（②）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－

14
（差分:2）

7 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
ﾃﾞﾐｽﾀ ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

8 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
高ﾚﾍﾞﾙ廃液混合槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 14

9 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給液槽A,B凝縮器 ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － － － － －
〇

（①-1）
－ 15

10 再処理施設
ウラン・プルトニウム混

合脱硝建屋
廃ｶﾞｽ第2冷却器 ☆

○
（①）

－ －
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-1）

－ △ － － － － －
●

（②）
－

14
（差分:1）

11 再処理施設
高レベル廃液ガラス

固化建屋
供給槽A,B気液分離器A,B ○

○
（①）

●
（①-2）

－
〇

（①）
〇

（③-2）
〇

（①-2）
△

○
（①）

△
〇

（②）
－

〇
（①）

－
〇

（③）
△

〇
（①-2）

－ △ － －
●

（①）
－ －

〇
（①-1）

－ 16

12 再処理施設 精製建屋 抽出塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

13 再処理施設 精製建屋 核分裂生成物洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄ ☆
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

14 再処理施設 精製建屋 ｳﾗﾝ洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄA ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

15 再処理施設 精製建屋 第1酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
●

（②-1）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－
14

（差分:1）

16 再処理施設 精製建屋 第1脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

17 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔供給ﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

18 再処理施設 精製建屋 第2酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

19 再処理施設 精製建屋 第2脱ｶﾞｽ塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ ○
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇
（③-2）

〇
（①-2）

△
○

（①）
△

〇
（②）

－
〇

（①）
－

〇
（③）

△
〇

（①-1）
－ △ － － － － －

〇
（①-1）

－ 14

＊：本資料の内容は類型化分類毎の差分に対する説明となっており，全ての類型化分類を踏まえた差分の説明に当たっては，類型化分類間で合致する差分について，
　　いずれかの分類を代表に説明を行う（現時点ではサンプルのため未反映）。

④その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等
①事業変更許可申請書の記載内容のう

ち当社特有の説明事項

②新規制基
準における
追加要求に
係る説明事

項

③評価内容
及び既設工
認からの変
更点に係る
説明事項

設工認申請
分割申請状況

◎：説明代表設備
☆：差分説明を行う設備

類型化
分類

別紙
番号

番号 施設区分

定型式

(2)

軸直角方向
支持容器

別紙1－25

別紙1－26

別紙1－27

別紙1－24

別紙1－43

設置場所
説明事項

の数

設備名称

これらの説明から，当該設備３基にて差分の説明を行う。

③ ②で選定した設備が複数となった場合は，最も応力比が大きい設備を選定。

1

応力比が以下の場合 核分裂生成物洗浄塔流量

計測ﾎﾟｯﾄを説明対象とする。

核分裂生成物洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄ：0.50

ｳﾗﾝ洗浄塔流量計測ﾎﾟｯﾄA：0.45

第1酸化塔ｼ－ﾙﾎﾟｯﾄ：0.32

③応力比による差分を説明する設備の選定

②で選定した設備が複数の場合は，該当設備から

応力が最大となる設備を選定

1

①

②

1

③

：代表設備

：同一説明事項内で差分となる設備

：差分説明を行う設備

：同一類型化分類内での差分となる事項
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差分説明を行う 

設備選定の手順 

（2）代表設備選定の手順 

（1）説明事項に合致する 

設備の抽出の観点 

＜代表設備(13 分類)＞ 

 

 

各分類に属する申請設備 

○代表設備選定の基本的な流れ 

(本文 3.3.1 項参照) 

① 事業変更許可申請書の記載内容のうち

当社特有の説明事項の観点＊１ 

④ その他先行発電プラントの審査実績

を踏まえた説明事項等の観点＊１ 

○差分となる設備選定の流れ 

（本文 3.3.2 項参照） 

③ 既設工認からの変更点に係る説明事

項の観点＊１ 

代表設備選定に対する該当設備の推移イメージ 

② 新規制基準における追加要求に係る

説明事項の観点＊１ 

類型化 13 分類の代表設備で全ての 

説明事項を網羅できない場合 

（類型化分類 定型式（2）軸直角方向支持容器の例） 

*1：後次回申請においては，重大事故等対処設備についても選定の観点と

して追加するため，その場合は，重大事故等対処設備が対象。 

類型化分類毎の代表設備にて評価内容

及び合致する説明事項の説明を行う。 

添付－６ 

約 150 基 

約 150 基 

代表設備数 

：1 基 

全対象機器数：約 1000 基 

差分説明設備数：3 基 

約 150 基 

一関東評価用地震力（鉛直）に対する影響評価

の検討対象範囲としては全設備に対して影響を

検討 

水平 2方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する

検討対象範囲としては，全設備に対して水平 2方

向に対する物理的な挙動が同傾向となる分類ごと

の影響有無を識別 

① 該当する説明事項が多い設備を選定 

② 説明事項が多い設備が複数の場合

は，説明内容の重要度に応じた設備

を選定 

① 差分が有る設備のうち説

明事項が最も多い設備を

選定 

② 上記以外に差分が有る説

明事項について個別の設

備で説明 

（イ） 

（イ） 

差分の説明を行う設備の選定 
a. 同一類型化分類内での差分 

b. 同一説明事項内での差分 

（ロ） 

（ロ） 

定型式（2）軸直角方向支持容器の設備数 

約 120 基 

約 120 基 

設備毎に説明内容の違いが生じる 

③ 説明事項が同一となった場合は応力

比が大きい設備を選定 

③ 差分の説明事項が同一と

なった場合は応力比が大

きい設備を選定 

類型化分類の一つである定型式（２）軸直角方向支持容器に対しては，約 150 基の設備を代表

設備 1 基と差分を説明する設備３基の合計４基で網羅的な説明を行う。 2525



類型化分類毎の代表設備選定結果
（FEM (1) 複雑な計算式を適用する設備）

添付－７（１／２）

一関東評価
用地震動(鉛
直)に対する
影響確認

重大事故評
価における
許容限界等
の適用

可搬型SA設
備等の耐震
計算方針

水平２方向
及び鉛直方
向地震力の
組合せに関
する設備の
抽出及び考

え方

既設工認か
らの変更点

鉛直方向の
動的地震力
考慮による
設備の浮き
上がり等の

影響

動的地震力
のSRSS法に
よる組合せ

下位クラス
施設の波及
的影響の検

討

Sd評価結果
の記載方法

剛な設備の
固有周期の

算出

配管系の評
価手法

材料物性
のばらつき

動的機能維
持評価手法

の適用

新たに適用
した減衰定

数

機電設備の
耐震計算書

の作成

隣接建屋の
影響に対す
る影響確認

地震荷重と
事故時荷重
との組合せ

機器と配管
の相対変位
に対する設
計上の扱い

計算機プロ
グラム（解
析コード）

の概要

電気盤等の
機能維持評
価に適用す
る水平方向
の評価用地

震力

等価繰返し
回数の妥当

性確認

屋内設備に
対するアン
カー定着部

の評価

機器の耐震
計算におけ
る既設工認
からの計算
式の変更点

液状化に伴
う機電設備
の影響確認

ダクト評価
で用いる補
正係数，安
全係数の設

定根拠

第1回申請 第2回申請
後次回以降

申請
耐震機電12 後次回 後次回 耐震機電10 耐震機電13 耐震機電01 耐震機電02 耐震機電03 耐震機電09 耐震機電17 耐震機電16 耐震機電11 耐震機電14 耐震機電18 耐震機電19 耐震機電21 耐震機電22 耐震機電23 耐震建物29 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回

FEM

(1)

複雑な計算
式を適用す
る設備

別紙2-1 1 再処理施設 屋外 安全冷却水B冷却塔 ◎
○

（①）
－ －

〇
（①）

●
1)

（②）
－ △

○
（①）

△
○

（①-1）
△

（①）
○

（①）
○

（①）
△ △

〇
（①-1）

－ △
●

（②，③）
－ － － － － －

注記　1）補強設備に対する補強内容について説明を行う。

0

・本表では類型化分類における代表設備の選定結果について示す。
・選定に当たっては，本紙3.3項に示す方法により行うものとし，各設備に対して補足説明資料  耐震建物01「耐震評価対象の網羅性，既設工認との手法の相違点の整理について」に示す説明事項の該当項目を示した上で，
　分類における説明事項が網羅的となる設備を代表として選定する（第１回申請の申請対象は，安全冷却水B冷却塔であることから，当該設備を代表設備とする）。
・本類型化分類に属するその他の設備については，後次回以降の申請時に追加する。
・説明事項のうち，機器・配管系で共通する方針については，機器側を代表設備として説明する。

類型化
分類

別紙
番号

番号 施設区分 設置場所 設備名称

①事業変更許可申請書の記載内容のう
ち当社特有の説明事項

②新規制基
準における
追加要求に
係る説明事

項

③評価内容
及び既設工
認からの変
更点に係る
説明事項

④その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等
設工認申請

分割申請状況

◎：説明代表設備
☆：差分説明を行う設備

【添付－３の説明事項ごとに設定した値の凡例】

―：補足説明対象外

△：検討対象設備／方針に対する説明を行う設備

○：検討対象設備／床応答スペクトルの重ね合わせ等により説明を行い，設備個別の検討結果をまでは示さず妥当性を示す設備

●：検討対象設備／補足説明資料にて設備個別の検討結果を用いて妥当性を示す設備

◎：補足説明資料ごとの説明を代表で行う設備（●，〇，△から選定）

☆：差分説明を行う設備

・当該分類に該当する設備のうち後次回以降で申請する設備については，後次回以降の申請回次毎に本表に追加する。

2626



類型化分類毎の代表設備選定結果
（配管標準支持間隔）

添付－７（２／２）

一関東評価
用地震動

(鉛直)に対
する影響確

認

重大事故評
価における
許容限界等

の適用

可搬型SA設
備等の耐震
計算方針

水平２方向
及び鉛直方
向地震力の
組合せに関
する設備の
抽出及び考

え方

既設工認か
らの変更点

鉛直方向の
動的地震力
考慮による
設備の浮き
上がり等の

影響

動的地震力
のSRSS法に
よる組合せ

下位クラス
施設の波及
的影響の検

討

Sd評価結果
の記載方法

剛な設備の
固有周期の

算出

配管系の評
価手法

材料物性
のばらつき

動的機能維
持評価手法

の適用

新たに適用
した減衰定

数

機電設備の
耐震計算書

の作成

隣接建屋の
影響に対す
る影響確認

地震荷重と
事故時荷重
との組合せ

機器と配管
の相対変位
に対する設
計上の扱い

計算機プロ
グラム（解
析コード）

の概要

電気盤等の
機能維持評
価に適用す
る水平方向
の評価用地

震力

等価繰返し
回数の妥当

性確認

屋内設備に
対するアン
カー定着部

の評価

機器の耐震
計算におけ
る既設工認
からの計算
式の変更点

液状化に伴
う機電設備
の影響確認

ダクト評価
で用いる補
正係数，安
全係数の設

定根拠

第1回申請 第2回申請
後次回以降

申請
耐震機電12 後次回 後次回 耐震機電10 耐震機電13 耐震機電01 耐震機電02 耐震機電03 耐震機電09 耐震機電17 耐震機電16 耐震機電11 耐震機電14 耐震機電18 耐震機電19 耐震機電21 耐震機電22 耐震機電23 耐震建物29 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回 後次回

配管標準支
持間隔

－ 1 再処理施設 屋外 配管標準支持間隔(安全冷却水B冷却塔) ◎
○

（①）
－ －

〇
（①）

〇1)

（③-2）
－ △

○
（①）

－ －
△

（①）
○

（①）
－ △

（③）
△

〇
（①-1）

－ △
〇

（①）
－ － － － － －

注記　1）補強設備に対する補強内容について説明を行う。

類型化
分類

別紙
番号

・本表では類型化分類における代表設備の選定結果について示す。
・選定に当たっては，本紙3.3項に示す方法により行うものとし，各設備に対して補足説明資料  耐震建物01「耐震評価対象の網羅性，既設工認との手法の相違点の整理について」に示す説明事項の該当項目を示した上で，
　分類における説明事項が網羅的となる設備を代表として選定する（第１回申請の申請対象は，安全冷却水B冷却塔であることから，当該設備の配管を代表設備とする）。
・本類型化分類に属するその他の設備については，後次回以降の申請時に追加する。
・説明事項のうち，機器・配管系で共通する方針については，機器側を代表設備として説明する。

【留意点】
　＊1：説明事項の内容については第1回申請範囲までを示しており，後次回以降の範囲については随時説明を行う。

番号 施設区分 設置場所 設備名称

①事業変更許可申請書の記載内容の
うち当社特有の説明事項

②新規制基
準における
追加要求に
係る説明事

項

③評価内容
及び既設工
認からの変
更点に係る
説明事項

④その他先行発電プラントの審査実績を踏まえた説明事項等
設工認申請

分割申請状況

◎：説明代表設備
☆：差分説明を行う設備

【添付－３の説明事項ごとに設定した値の凡例】

―：補足説明対象外

△：検討対象設備／方針に対する説明を行う設備

○：検討対象設備／床応答スペクトルの重ね合わせ等により説明を行い，設備個別の検討結果をまでは示さず妥当性を示す設備

●：検討対象設備／補足説明資料にて設備個別の検討結果を用いて妥当性を示す設備

◎：補足説明資料ごとの説明を代表で行う設備（●，〇，△から選定）

☆：差分説明を行う設備

・当該分類に該当する設備のうち後次回以降で申請する設備については，後次回以降の申請回次毎に本表に追加する。
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機器に対する類型化分類の推移 参考資料－1(1/7)

評価手法

別添－１ 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－３ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－２ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－17 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－３ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－32 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－４ スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－18 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－５ スカート支持たて置円筒形容器（基本設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－１ 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－６ たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－24 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－７ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－19 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－８ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－28 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－９ 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－５ スカート支持たて置円筒形容器（基本設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－10 横置－胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－22 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－11 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－８ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－12 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－６ たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－13 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－20 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－14 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－46 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－15 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－45 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－16 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－31 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－17 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－47 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－18 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－29 上部スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－19 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－９ 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－20 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－２ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－21 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－12 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－22 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－16 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－23 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－15 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－24 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－10 横置－胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－25 プレート式熱交換器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－14 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－26 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－23 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－27 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－11 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－28 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－４ スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－29 上部スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－21 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－30 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－７ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－31 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－13 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－32 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－26 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－33 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－27 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－34 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－25 プレート式熱交換器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－35 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－30 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－36 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－34 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－37 充てん塔（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－39 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－38 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－42 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－39 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－36 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－40 グローブボックス等（耐震設計上の重要度分類S及びBクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－44 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－41 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－33 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－42 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－38 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－43 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－41 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－44 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－40 グローブボックス等（耐震設計上の重要度分類S及びBクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－45 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－35 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－46 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－43 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－47 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－37 充てん塔（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－48 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－48 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－49 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－49 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－50 ディーゼル機関・発電機（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－50 ディーゼル機関・発電機（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－51 矩形電気計装設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－51 矩形電気計装設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－52 躯体付構造設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－52 躯体付構造設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－53 躯体付構造設備（架構支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－53 躯体付構造設備（架構支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－54 燃料仮置きラック（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－54 燃料仮置きラック（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－55 昇降装置（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－55 昇降装置（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－56 固定式クレーン（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－56 固定式クレーン（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

評価手法

ＦＥＭ １ 冷却塔 ＦＥＭ １ 冷却塔

ＦＥＭ ２ 平板容器 ＦＥＭ ２ 平板容器

ＦＥＭ ３ シュート ＦＥＭ ３ シュート

ＦＥＭ ４ 環状形パルスカラム ＦＥＭ ４ 環状形パルスカラム

ＦＥＭ ５ 架構設備 ＦＥＭ ５ 架構設備

ＦＥＭ ６ クレーン・台車類 ＦＥＭ ６ クレーン・台車類

ＦＥＭ ７ しゃへい容器付クレーン ＦＥＭ ７ しゃへい容器付クレーン

ＦＥＭ ８ 脚支持たて置容器 ＦＥＭ ８ 脚支持たて置容器

ＦＥＭ ９ リブ付角形容器 ＦＥＭ ９ リブ付角形容器

ＦＥＭ 10 円筒形パルスカラム（ラグ支持） ＦＥＭ 10 円筒形パルスカラム（ラグ支持）

ＦＥＭ 11 フランジ固定容器 ＦＥＭ 11 フランジ固定容器

ＦＥＭ 12 たて型回転容器 ＦＥＭ 12 たて型回転容器

ＦＥＭ 13 溶融炉 ＦＥＭ 13 溶融炉

ＦＥＭ 14 加熱部一体型蒸発缶 ＦＥＭ 14 加熱部一体型蒸発缶

ＦＥＭ 15 加熱部分離型蒸発缶 ＦＥＭ 15 加熱部分離型蒸発缶

ＦＥＭ 16 燃料ラック ＦＥＭ 16 燃料ラック

ＦＥＭ 17 架構支持冷却器 ＦＥＭ 17 架構支持冷却器

ＦＥＭ 18 デミスタ ＦＥＭ 18 デミスタ

ＦＥＭ 19 躯体付構造設備 ＦＥＭ 19 躯体付構造設備

ＦＥＭ 20 架構支持貯蔵設備 ＦＥＭ 20 架構支持貯蔵設備

ＦＥＭ 21 架構支持測定装置 ＦＥＭ 21 架構支持測定装置

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備＞

今回設工
認で追加
する定型

式

定型式

Ⅳ－１－１－10　機器の耐震支持方針［個別の計算式を用いる設備］

2021/7/20提出時(耐震機電07(R4))の分類の整理

定型式

ＦＥＭ

既設工認
の定型式

既設工認
で個別の
耐震計算
書に示し
ていた計

算式

ＦＥＭ

Ⅳ－１－１－10　機器の耐震支持方針［個別の耐震計算書に計算式を示している設備］

既設工認
で個別の
耐震計算
書に示し
ていた計

算式

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

＜定型式による評価を行う設備＞

既設工認
の定型式

今回設工
認で追加
する定型

式

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

①既設工認で示していた47種類の定型式に対して，今回設工認では

共通となる式を全て基本方針で示すため，9分類を含めて56分類

としていた。

③類型化分類の推移の説明に当たってはSクラス

設備の推移を示すため，次頁以降ではBクラス

設備の分類を除いたもので考え方を示す。

2021/7/20から2022/6/10

までの分類数の推移を示

すに当たり，分類を定型

式とFEM，SクラスとBクラ

スに分ける。

②FEMを用いた計算式は，

同じ応力算出式となる

設備を類型化した21分

類としていた。

定型式に対する分類の考え方について

2/7頁で示す。

FEMに対する分類の考え方について

3/7頁で示す。

総分類数 ： 77分類

Bクラス ： 24分類

定型式 ： 32分類

FEM ： 21分類

〇2021/7/20(R4)提出時の考え方＜総分類数77分類＞

・定型式の類型化分類としては，基本方針に示している既設工認の47種類に加えて，個別の耐震計算書にて示していた9種類を含めた56種類を基本方針で示し，

新たにFEMによる評価を行っている設備の応力算出式が同様となる設備21種類を類型化する計画であった。

・その内FEMによる評価を行っている設備の対応としては，各分類の代表設備を選定した上で共通式を代表設備の耐震計算書に記載し，代表以外の設備は

代表設備の耐震計算書を引用する計画としていた。

〇2022/6/10(R9)提出時までの考え方＜総分類数94分類＞

・第2回に向けた対応を含む類型化の整理において，既設工認の47種類の定型式にはFEMによる評価を行っているものが含まれていたため，共通式を用いている

設備については代表設備の計算書で共通式を示すのではなく，全て基本方針で示すべきと判断し，既設工認の47分類とFEMの21分類に対して以下の再整理を行った。

・既設工認の47種類の式について，定型式とFEMに識別した上で今回追加するFEMの共通式の整理を行った。

・7/20提出時のFEMの分類は設備の構造及び 終結果である応力算出式が同様となる計算式の観点で21分類としていたが，共通式という観点で再整理を行った場合，

応力算出式だけではなく計算過程の式が全て合致する設備に再整理を行った。

本資料は，機器における類型化分類の推

移を示すものであり，後次回申請等で分

類を追加した場合は本分類に追加を行い，

類型化分類確定後に削除するものである。

〇現在(R10)の整理結果＜総分類数10分類＞

・これまで整理を行ってきた類型化の考え方としては，機器・配管系の評価に適用する計算式について，設備の構造毎に類型化を行い，その結果となる分類のうち共通

は基本方針として示し，個別の計算式は耐震計算書上に示すこととしていた。

・これら計算式の説明にあたっては，上記の類型化分類に対して構造や評価内容の特徴を踏まえ，更なる類型化を行った上で対応する方針としていた。

・本方針について，これまで実施してきた設備の構造毎の計算式に対する類型化は，基本方針を作成する上での設計上の整理を行ったものであり，本来の類型化の考え

方としては，審査の効率化が目的であることから，これまで説明時における更なる類型化と位置付けていたものを機器・配管系の類型化として再整理を行った。

・また，これまで個別の計算式として耐震計算書に示すこととしていた計算式について，共通式と同様に基本方針として示すことで再整理を行った。
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機器に対する類型化分類の推移 参考資料－1(2/7)

別添－２ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－12 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－16 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－15 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－10 横置－胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－14 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-25 横置一胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－23 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－11 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－４ スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－21 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－７ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－13 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－26 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－27 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－25 プレート式熱交換器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－30 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－33 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－38 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－41 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－40 グローブボックス等（耐震設計上の重要度分類S及びBクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－35 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－43 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－37 充てん塔（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－48 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－49 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－50 ディーゼル機関・発電機（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－51 矩形電気計装設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－52 躯体付構造設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－53 躯体付構造設備（架構支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－54 燃料仮置きラック（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－55 昇降装置（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－56 固定式クレーン（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

共通式

2022/6/10提出(耐震機電07(R5～R9))までの分類

今回設工認
で追加する

定型式

＜定型式による評価を行う設備＞

2021/7/20提出時(耐震機電07(R4))の分類

既設工認の
定型式

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

⑤既設工認で示していた

定型式16分類と個別の

耐震計算書で示してい

た9分類を加えた25分類

に整理した。

定型式の類型化分類 ： 32分類 定型式の類型化分類 ： 26分類

④これら7分類については

FEMによる計算を行って

いるため，FEMの分類

として整理した。

⑥他条文要求の設計進捗により，

新たに必要となった定型式を

追加した。
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機器に対する類型化分類の推移 参考資料－1(3/7)

別添－２ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－33 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－12 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－38 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－16 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－41 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－15 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－40 グローブボックス等（耐震設計上の重要度分類S及びBクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－10 横置－胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－35 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-23 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－14 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－43 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-24 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－23 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－37 充てん塔（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-25 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－11 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-1 冷却塔

別添－４ スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-11 平板容器

別添－21 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1 安全冷却水B冷却塔 2-12 環状形パルスカラム

別添－７ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2 安全冷却水A冷却塔 2-13 デミスタ

別添－13 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 3 安全冷却水系冷却塔 2-14 通風管

別添－26 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 4 冷却塔 2-15 収納管

別添－27 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 5 溶解槽 2-16 迷路板

別添－25 プレート式熱交換器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 6 第1，第2よう素追出し槽 2-18 ラグ支持たて置容器

別添－30 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 7 溶解槽デミスタ 2-19 クレーン・台車類

別添－33 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 8 抽出塔 2-20 シュート

別添－38 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 9 第1洗浄搭 2-21 しゃへい容器付クレーン

別添－41 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 10 第2洗浄塔 2-22 整流板

別添－40 グローブボックス等（耐震設計上の重要度分類S及びBクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 11 プルトニウム分配塔 2-26 流路形成板

別添－35 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 12 TBP洗浄搭 2-17 架構支持貯蔵設備

別添－43 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 13 デミスタ 2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－37 充てん塔（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 14 安全冷水冷却器 2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

15 通風管

別添－48 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－49 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－50 ディーゼル機関・発電機（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－51 矩形電気計装設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－52 躯体付構造設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 50 冷却空気入口整流板

別添－53 躯体付構造設備（架構支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 51 冷却空気出口整流板

別添－54 燃料仮置きラック（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 52 冷却空気入口第1，第2流路形成板

別添－55 昇降装置（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 53 冷却空気出口第1，第2流路形成板

別添－56 固定式クレーン（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 54 ハル洗浄槽 1 ハル洗浄槽

55 ウラン洗浄塔 2 ウラン洗浄塔

56 よう素追出し塔 3 よう素追出し塔

57 清澄機 4 清澄機

58 ガラス溶融炉 5 ガラス溶融炉

59 セル内クーラ 6 セル内クーラ

60 ガラス固化体放射能測定装置 7 ガラス固化体放射能測定装置

61 溶解槽 8 溶解槽

62 固化セル移送台車 9 固化セル移送台車

ＦＥＭ １ 冷却塔 63 バスケット搬送機 12 高レベル廃液濃縮缶

ＦＥＭ ２ 平板容器 64 トレンチ移送台車 10 バスケット搬送機

ＦＥＭ ３ シュート 65 高レベル廃液濃縮缶 11 トレンチ移送台車

ＦＥＭ ４ 環状形パルスカラム 66 貯蔵ホール 13 貯蔵ホール

ＦＥＭ ５ 架構設備 67 補助油水分離槽 14 補助油水分離槽

ＦＥＭ ６ クレーン・台車類 68 燃料貯蔵ラック 15 燃料貯蔵ラック

ＦＥＭ ７ しゃへい容器付クレーン 69 バスケット仮置き架台 16 バスケット仮置き架台

ＦＥＭ ８ 脚支持たて置容器 70 燃料移送水中台車 17 燃料移送水中台車

ＦＥＭ ９ リブ付角形容器 71 プール水冷却系熱交換器 18 プール水冷却系熱交換器

ＦＥＭ 10 円筒形パルスカラム（ラグ支持） 72 第1チャンネルボックス切断装置 19 第1チャンネルボックス切断装置

ＦＥＭ 11 フランジ固定容器 73 第1バーナブルポイズン切断装置 20 第1バーナブルポイズン切断装置

ＦＥＭ 12 たて型回転容器 74 プルトニウム濃縮缶 21 プルトニウム濃縮缶

ＦＥＭ 13 溶融炉

ＦＥＭ 14 加熱部一体型蒸発缶

ＦＥＭ 15 加熱部分離型蒸発缶

ＦＥＭ 16 燃料ラック

ＦＥＭ 17 架構支持冷却器

ＦＥＭ 18 デミスタ

ＦＥＭ 19 躯体付構造設備

ＦＥＭ 20 架構支持貯蔵設備

ＦＥＭ 21 架構支持測定装置

個別式

共通式

2022/6/10提出(耐震機電07(R5～R9))までの分類
共通式

個別式

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備＞

既設工認の計算式
から派生した計算

式

設備個別の
計算式

・
・
・

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

既設工認の
定型式

既設工認の
定型式

今回設工認
で追加する

定型式
既設工認で
個別の耐震
計算書に示
していた計

算式

Ⅳ－１－１－10　機器の耐震支持方針［個別の耐震計算書に計算式を示している設備］

既設工認で定型式
と整理していた計

算式

複数設備に共通的
に使用する計算式

既設工認で
個別の耐震
計算書に示
していた
計算式

2021/7/20提出時(耐震機電07(R4))の分類

⑪既設工認で個別の

耐震計算書に記載

していたコイルに

ついても，再整理

に伴い基本方針に

追加した。

⑧これら21分類は応力算出式が

同様となる観点で類型化した

分類であり，再整理を行うに

当たっては全ての式を詳細化

する。

FEMの類型化分類 ： 21分類

FEMの類型化分類(個別)：21分類

⑦前頁④にてFEMに整理す

るとした7分類について

はFEMの共通式として

整理した。

⑨計算過程から応力

算出式までが全て

一致し共通の式を

用いる設備につい

ては14分類となり，

基本方針で示すも

のに整理した。

⑩共通の式を用いな

い単独設備につい

ては21種類となり，

これまで同様耐震

計算書で計算式を

示すものに整理し

た。

FEMの類型化分類(共通)：23分類

⑫代表設備の耐震計

算書で示すことと

していた共通式に

ついては，基本方

針に取り込んだ上

で計算書は基本方

針を引用する。
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機器に対する類型化分類の推移 参考資料－1(4/7)

旧分類 2021/7/20提出時からの整理内容

別添－１ 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-1 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－３ 再整理： 並べ替えのみ。

別添－２ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-2 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－17 再整理： 並べ替えのみ。

別添－３ 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-3 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－32 再整理： 並べ替えのみ。

別添－４ スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-4 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－18 再整理： 並べ替えのみ。

別添－５ スカート支持たて置円筒形容器（基本設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-5 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－１ 再整理： 並べ替えのみ。
別添－６ たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-6 デミスタ（2脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－24 再整理： 並べ替えのみ。
別添－７ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-7 デミスタ（1脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－19 再整理： 並べ替えのみ。
別添－８ 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-8 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－28 再整理： 並べ替えのみ。

別添－９ 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-9 スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－５ 再整理： 並べ替えのみ。

別添－10 横置－胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-10 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－22 再整理： 並べ替えのみ。
別添－11 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－８ 再整理： 並べ替えのみ。
別添－12 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－６ 再整理： 並べ替えのみ。
別添－13 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-13 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－20 再整理： 並べ替えのみ。

別添－14 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-14 フィルタユニット（しゃへい体一体形,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－46 再整理： 並べ替えのみ。

別添－15 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－45 再整理： 並べ替えのみ。

別添－16 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-16 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－31 再整理： 並べ替えのみ。

別添－17 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-17 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－47 再整理： 並べ替えのみ。

別添－18 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-18 上部スカート支持たて置円筒形容器の（耐震設計上の重要度分類Bクラス）耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－29 再整理： 並べ替えのみ。

別添－19 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－９ 再整理： 並べ替えのみ。

別添－20 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－２ 再整理： 並べ替えのみ。

別添－21 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－12 再整理： 並べ替えのみ。

別添－22 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－16 再整理： 並べ替えのみ。

別添－23 デミスタ（1脚支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－49 再整理： 並べ替えのみ。

別添－24 デミスタ（2脚支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－15 再整理： 並べ替えのみ。

別添－25 プレート式熱交換器（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-25 横置－胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－10 再整理： 並べ替えのみ。

別添－26 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－48 再整理： 並べ替えのみ。

別添－27 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－14 再整理： 並べ替えのみ。

別添－28 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－23 再整理： 並べ替えのみ。

別添－29 上部スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－11 再整理： 並べ替えのみ。

別添－30 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－４ 再整理： 並べ替えのみ。

別添－31 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－21 再整理： 並べ替えのみ。

別添－32 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－７ 再整理： 並べ替えのみ。

別添－33 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－50 再整理： 並べ替えのみ。

別添－34 環状形槽（平底たて置，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－13 再整理： 並べ替えのみ。

別添－35 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－26 再整理： 並べ替えのみ。

別添－36 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－27 再整理： 並べ替えのみ。

別添－37 充てん塔（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－51 再整理： 並べ替えのみ。

別添－38 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－25 再整理： 並べ替えのみ。

別添－39 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－52 再整理： 並べ替えのみ。

別添－40 グローブボックス等（耐震設計上の重要度分類S及びBクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－53 再整理： 並べ替えのみ。

別添－41 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－56 再整理： 並べ替えのみ。

別添－42 バッファチューブ（2ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－55 再整理： 並べ替えのみ。

別添－43 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－30 再整理： 並べ替えのみ。

別添－44 バッファチューブ（小口径タイプ、耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－54 再整理： 並べ替えのみ。

別添－45 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 追加 追加： 他条文要求の設計進捗により追加した。

別添－46 フィルタユニット（しゃへい体一体形，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－47 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持，耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

別添－48 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 旧分類 2021/7/20提出時からの整理内容

別添－49 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ １ 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「冷却塔」）

別添－50 ディーゼル機関・発電機（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-2 環状形槽（平底たて置,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－34 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。
別添－51 矩形電気計装設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-3 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－39 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。
別添－52 躯体付構造設備（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-4 バッファチューブ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－42 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。
別添－53 躯体付構造設備（架構支持，耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-5 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－36 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

別添－54 燃料仮置きラック（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-6 バッファチューブ（小口径タイプ,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－44 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

別添－55 昇降装置（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－33 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

別添－56 固定式クレーン（耐震設計上の重要度分類Sクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－38 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－41 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－40 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ ２ 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「平板容器」）

ＦＥＭ １ 冷却塔 2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ ４ 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「環状形パルスカラム」）

ＦＥＭ ２ 平板容器 2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 18 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「デミスタ」）

ＦＥＭ ３ シュート 2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 19 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「躯体付構造設備」）

ＦＥＭ ４ 環状形パルスカラム 2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 19 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「躯体付構造設備」）

ＦＥＭ ５ 架構設備 2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 19 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「躯体付構造設備」）

ＦＥＭ ６ クレーン・台車類 2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 14 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「加熱部一体型蒸発缶」）

ＦＥＭ ７ しゃへい容器付クレーン 2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ ６  再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「クレーン・台車類」）

ＦＥＭ ８ 脚支持たて置容器 2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ ３ 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「シュート」）

ＦＥＭ ９ リブ付角形容器 2-20 しゃへい容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ ７ 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「しゃへい容器付クレーン」）

ＦＥＭ 10 円筒形パルスカラム（ラグ支持） 2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 19 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「躯体付構造設備」）

ＦＥＭ 11 フランジ固定容器 2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 19 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「躯体付構造設備」）

ＦＥＭ 12 たて型回転容器 2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 ＦＥＭ 20 再整理： 応力算出式で類型化していた分類について計算過程まで同じものを同一分類として整理した。（旧「架構支持貯蔵設備」）

ＦＥＭ 13 溶融炉 2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－35 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

ＦＥＭ 14 加熱部一体型蒸発缶 2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－43 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

ＦＥＭ 15 加熱部分離型蒸発缶 2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 別添－37 再整理： 定型式としていた分類をFEMによる分類として整理した。

ＦＥＭ 16 燃料ラック 2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 追加 追加： 既設工認で耐震計算書に記載していたコイル部の計算式を基本方針に示す共通式として追加した。

ＦＥＭ 17 架構支持冷却器 2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 追加 追加： 既設工認で耐震計算書に記載していたコイル部の計算式を基本方針に示す共通式として追加した。

ＦＥＭ 18 デミスタ

ＦＥＭ 19 躯体付構造設備

ＦＥＭ 20 架構支持貯蔵設備 旧分類 2021/7/20提出時からの整理内容

ＦＥＭ 21 架構支持測定装置 1 ハル洗浄槽 ＦＥＭ ８ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「脚支持たて置容器」）

2 ウラン洗浄塔 ＦＥＭ 10 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「円筒形パルスカラム（ラグ支持）」）

3 よう素追出し塔 ＦＥＭ 11 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「フランジ固定容器」）

4 清澄機 ＦＥＭ 12 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「たて型回転容器」）

5 ガラス溶融炉 ＦＥＭ 13 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「溶融炉」）

6 セル内クーラ ＦＥＭ 17 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「架構支持冷却器」）

7 ガラス固化体放射能測定装置 ＦＥＭ 21 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「架構支持測定装置」）

8 溶解槽 ＦＥＭ ２ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「平板容器」）

9 固化セル移送台車 ＦＥＭ ６ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「クレーン・台車類」）

10 高レベル廃液濃縮缶 ＦＥＭ 14 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「加熱部一体型蒸発缶」）

11 バスケット搬送機 ＦＥＭ ６ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「クレーン・台車類」）

12 トレンチ移送台車 ＦＥＭ ７ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「しゃへい容器付クレーン」）

13 貯蔵ホール ＦＥＭ 20 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「架構支持貯蔵設備」）

14 補助油水分離槽 ＦＥＭ ９ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「リブ付角形容器」）

15 燃料貯蔵ラック ＦＥＭ 16 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「燃料ラック」）

16 バスケット仮置き架台 ＦＥＭ ５ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「架構設備」）

17 燃料移送水中台車 ＦＥＭ ６ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「クレーン・台車類」）

18 プール水冷却系熱交換器 ＦＥＭ 14 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「加熱部一体型蒸発缶」）

19 第1チャンネルボックス切断装置 ＦＥＭ ５ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「架構設備」）

20 第1バーナブルポイズン切断装置 ＦＥＭ ５ 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「架構設備」）

21 プルトニウム濃縮缶 ＦＥＭ 15 再整理： 単独の計算式で評価するため耐震計算書にて計算式を示す。（旧「加熱部分離型蒸発缶」）

：Bクラス設備に対する計算式については，類型化対象外

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備＞

2022/6/10提出(耐震機電07(R5～R9))までの分類の整理

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備(個別式)＞
Ⅳ－１－１－10　機器の耐震支持方針［設備個別の計算式の分類］

2021/7/20提出時(耐震機電07(R4))の分類の整理

Ⅳ－１－１－10　機器の耐震支持方針［設備個別の計算式の分類］

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備(共通式)＞

＜定型式による評価を行う設備＞

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

＜定型式による評価を行う設備＞

耐震機電07(R9)提出時までの整理を踏まえた新旧分類の比較結果を以下に示す。

＜分類数の推移＞

2021/7/20時点 2022/6/10まで

総分類数 ： 77分類 94分類

Bクラス ： 24分類 24分類

定型式 ： 32分類 26分類

FEM ： 21分類 23分類(共通式)

21分類(個別式)

Bクラス

を除くと

70分類
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機器に対する類型化分類の推移 参考資料－1(5/7)

1-1 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-1 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-2 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-2 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-3 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-3 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-4 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-4 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-5 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-5 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-6 デミスタ（2脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-6 デミスタ（2脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-7 デミスタ（1脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-7 デミスタ（1脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-8 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-8 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-9 スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-9 スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-10 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-10 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-13 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-13 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-14 フィルタユニット（しゃへい体一体形,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-14 フィルタユニット（しゃへい体一体形,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-16 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-16 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-17 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-17 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-18 上部スカート支持たて置円筒形容器の（耐震設計上の重要度分類Bクラス）耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-18 上部スカート支持たて置円筒形容器の（耐震設計上の重要度分類Bクラス）耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-25 横置－胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-25 横置－胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-2 環状形槽（平底たて置,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-2 環状形槽（平底たて置,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
2-3 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-3 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
2-4 バッファチューブ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-4 バッファチューブ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
2-5 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-5 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-6 バッファチューブ（小口径タイプ,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-6 バッファチューブ（小口径タイプ,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-20 しゃへい容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-20 しゃへい容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-29 ハル洗浄槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-30 ウラン洗浄塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-31 よう素追出し塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-32 清澄機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1 ハル洗浄槽 2-33 ガラス溶融炉の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2 ウラン洗浄塔 2-34 セル内クーラの耐震性に関する計算書作成の基本方針

3 よう素追出し塔 2-35 ガラス固化体放射能測定装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

4 清澄機 2-36 溶解槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

5 ガラス溶融炉 2-37 固化セル移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

6 セル内クーラ 2-38 高レベル廃液濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

7 ガラス固化体放射能測定装置 2-39 バスケット搬送機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

8 溶解槽 2-40 トレンチ移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

9 固化セル移送台車 2-41 貯蔵ホールの耐震性に関する計算書作成の基本方針

10 高レベル廃液濃縮缶 2-42 補助油水分離槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

11 バスケット搬送機 2-43 燃料貯蔵ラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

12 トレンチ移送台車 2-44 バスケット仮置き架台の耐震性に関する計算書作成の基本方針

13 貯蔵ホール 2-45 燃料移送水中台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

14 補助油水分離槽 2-46 プール水冷却系熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

15 燃料貯蔵ラック 2-47 第1チャンネルボックス切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

16 バスケット仮置き架台 2-48 第1バーナブルポイズン切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

17 燃料移送水中台車 2-49 プルトニウム濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

18 プール水冷却系熱交換器

19 第1チャンネルボックス切断装置

20 第1バーナブルポイズン切断装置

21 プルトニウム濃縮缶

：Bクラス設備に対する計算式については，類型化対象外

今回提出(耐震機電07(R10))以降の整理

【計算式を示す基本方針】

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備(個別式)＞

＜定型式による評価を行う設備＞

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備＞
Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

Ⅳ－１－１－10　機器の耐震支持方針［設備個別の計算式の分類］

2022/6/10提出(耐震機電07(R5～R9))までの整理

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備(共通式)＞

＜定型式による評価を行う設備＞

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

【評価手法毎の計算式に対する機器の類型化分類】

FEMの個別式について，共通式と同様に基本方

針として示すことで整理した。

R9まで類型化として整理していた内容は，基本

方針設定のための設計上の整理であったことか

ら，これらの内容は類型化分類ではなく基本方

針として位置づけを見直し。
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機器に対する類型化分類の推移 参考資料－1(6/7)

分類番号 分類名称 №

1-1 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1 1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-2 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2 1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-3 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 3 1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-4 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 4 1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-5 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 5 1-25 横置－胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-6 デミスタ（2脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 6 1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-7 デミスタ（1脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 7 1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-8 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 8 1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-9 スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 9 1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-10 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 10 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 11 1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 12 1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-13 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 (4) 脚支持たて置円筒形容器 13 1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-14 フィルタユニット（しゃへい体一体形,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 14 1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 15 1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-16 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 16 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-17 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 17 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-18 上部スカート支持たて置円筒形容器の（耐震設計上の重要度分類Bクラス）耐震性に関する計算書作成の基本方針 18 1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 19 1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針
1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 (6) 昇降設備 20 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 21 1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 22 1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 23 1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 24 1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-25 横置－胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 25 1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 26 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

分類番号 分類名称 №

2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1 2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針
2-2 環状形槽（平底たて置,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2 2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
2-3 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 3 2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針
2-4 バッファチューブ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 4 2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針
2-5 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 5 2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-6 バッファチューブ（小口径タイプ,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 6 2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 7 2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 8 2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 9 2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 10 2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 11 2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 12 2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 13 2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 14 2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 15 2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 16 2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 17 2-29 ハル洗浄槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 18 2-30 ウラン洗浄塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 19 2-31 よう素追出し塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-20 しゃへい容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 20 2-32 清澄機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 21 2-33 ガラス溶融炉の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 22 2-34 セル内クーラの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 23 2-36 溶解槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 24 2-38 高レベル廃液濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 25 2-42 補助油水分離槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 26 2-46 プール水冷却系熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 27 2-49 プルトニウム濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 28 2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-29 ハル洗浄槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 29 2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-30 ウラン洗浄塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 30 2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-31 よう素追出し塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 31 2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-32 清澄機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 32 2-20 しゃへい容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-33 ガラス溶融炉の耐震性に関する計算書作成の基本方針 33 2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-34 セル内クーラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 34 2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-35 ガラス固化体放射能測定装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 35 2-35 ガラス固化体放射能測定装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-36 溶解槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 36 2-37 固化セル移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-37 固化セル移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 37 2-39 バスケット搬送機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-38 高レベル廃液濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針 38 2-40 トレンチ移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-39 バスケット搬送機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 39 2-41 貯蔵ホールの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-40 トレンチ移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 40 2-43 燃料貯蔵ラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-41 貯蔵ホールの耐震性に関する計算書作成の基本方針 41 2-44 バスケット仮置き架台の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-42 補助油水分離槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 42 2-45 燃料移送水中台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-43 燃料貯蔵ラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針 43 2-47 第1チャンネルボックス切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-44 バスケット仮置き架台の耐震性に関する計算書作成の基本方針 44 2-48 第1バーナブルポイズン切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-45 燃料移送水中台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-46 プール水冷却系熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-47 第1チャンネルボックス切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-48 第1バーナブルポイズン切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

2-49 プルトニウム濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針

：Bクラス設備に対する計算式については，類型化対象外

(1)
複雑な計算式を
適用する設備

(2)
単純な計算式を
適用する設備

(8) 平板構造設備

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備＞ ＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備（類型化分類）＞

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 基本方針名称

(3) ラグ支持たて置円筒形容器

(5) ボルト支持剛体設備

(7) はり構造設備

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 基本方針名称

(1) たて置円筒形容器

(2) 軸直角方向支持容器

今回提出(耐震機電07(R10))以降の整理

【計算式を示す基本方針】

＜定型式による評価を行う設備＞ ＜定型式による評価を行う設備＞

機器の形状に応じた支持方法が類似するものは，支持部及び形状を模擬する

パラメータ式が類似するため，支持方法に応じて類型化。

定型式の類型化分類：8分類

FEMの類型化分類：2分類

構造の違いにより適用式が単純なものと複雑なものに分かれるため，適用式

の設定方法に応じて類型化。
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機器に対する類型化分類の推移 参考資料－1(7/7)

分類番号 分類名称 № 旧分類 2022/6/10提出時からの整理内容

1-1 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1 1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-30 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-2 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2 1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-45 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-3 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 3 1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-29 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-4 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 4 1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-23 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-5 横置一胴円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 5 1-25 横置－胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-25 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。
1-6 デミスタ（2脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 6 1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-26 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。
1-7 デミスタ（1脚支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 7 1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-27 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。
1-8 平底たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 8 1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-28 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-9 スカート支持たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 9 1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-24 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-10 四脚たて置円筒形容器（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 10 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-43 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。
1-11 横軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 11 1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-20 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。
1-12 たて軸ポンプ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 12 1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-21 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。
1-13 フィルタユニット（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 (4) 脚支持たて置円筒形容器 13 1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-31 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-14 フィルタユニット（しゃへい体一体形,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 14 1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-32 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-15 溶媒フィルタ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 15 1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-33 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-16 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 16 1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-34 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-17 中間支持横置円筒形容器（1ラグ支持,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 17 1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-35 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-18 上部スカート支持たて置円筒形容器の（耐震設計上の重要度分類Bクラス）耐震性に関する計算書作成の基本方針 18 1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-36 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-19 天井クレーン（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 19 1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-37 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-20 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 (6) 昇降設備 20 1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-42 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-21 中間支持たて置円筒形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 21 1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-40 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 22 1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-39 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-23 中間支持たて置円筒形容器（フランジ固定）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 23 1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-41 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-24 中間支持たて置円筒形容器（1ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 24 1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-44 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-25 横置－胴円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 25 1-22 中間支持たて置角形容器（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-22 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-26 横置一胴円筒形容器（3脚以上支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 26 1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1-38 再整理： 形状に応じた支持方法により類型化。

1-27 デミスタ（2脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-28 デミスタ（1脚支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-29 平底たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-30 スカート支持たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-31 四脚たて置円筒形容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-32 横軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-33 ディーゼル機関・発電機の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-34 たて軸ポンプの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-35 フィルタユニットの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-36 フィルタユニット（しゃへい体一体形）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-37 矩形電気計装設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-38 プレート式熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-39 躯体付構造設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-40 躯体付構造設備（架構支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-41 固定式クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-42 昇降装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-44 燃料仮置きラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針

1-45 溶媒フィルタの耐震性に関する計算書作成の基本方針

分類番号 分類名称 № 旧分類 2022/6/10提出時からの整理内容

2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1 2-1 冷却塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-1 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-2 環状形槽（平底たて置,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2 2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-7 再整理： 適用式の設定方法により類型化。
2-3 ミキサ・セトラ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 3 2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-8 再整理： 適用式の設定方法により類型化。
2-4 バッファチューブ（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 4 2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-9 再整理： 適用式の設定方法により類型化。
2-5 円筒形パルスカラム（耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 5 2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-10 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-6 バッファチューブ（小口径タイプ,耐震設計上の重要度分類Bクラス）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 6 2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-11 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-7 環状形槽（平底たて置）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 7 2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-12 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-8 ミキサ・セトラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 8 2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-13 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-9 バッファチューブ（2ラグ支持）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 9 2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-17 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-10 グローブボックス等の耐震性に関する計算書作成の基本方針 10 2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-19 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-11 平板容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 11 2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-22 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-12 環状形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 12 2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-24 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-13 デミスタの耐震性に関する計算書作成の基本方針 13 2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-25 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 14 2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-26 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 15 2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-27 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 16 2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-28 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2-17 ラグ支持たて置容器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 17 2-29 ハル洗浄槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 1(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 18 2-30 ウラン洗浄塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-19 シュートの耐震性に関する計算書作成の基本方針 19 2-31 よう素追出し塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 3(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-20 しゃへい容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 20 2-32 清澄機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 4(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 21 2-33 ガラス溶融炉の耐震性に関する計算書作成の基本方針 5(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-22 流路形成板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 22 2-34 セル内クーラの耐震性に関する計算書作成の基本方針 6(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 23 2-36 溶解槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 8(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-24 円筒形パルスカラムの耐震性に関する計算書作成の基本方針 24 2-38 高レベル廃液濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針 10(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-25 バッファチューブ（小口径タイプ）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 25 2-42 補助油水分離槽の耐震性に関する計算書作成の基本方針 14(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-26 充てん塔の耐震性に関する計算書作成の基本方針 26 2-46 プール水冷却系熱交換器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 18(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-27 中間支持たて置円筒形容器（4ラグ支持，コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 27 2-49 プルトニウム濃縮缶の耐震性に関する計算書作成の基本方針 21(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

2-28 スカート支持たて置円筒形容器（コイル付）の耐震性に関する計算書作成の基本方針 28 2-14 通風管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-14 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

29 2-15 収納管の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-15 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

30 2-16 迷路板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-16 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

31 2-18 クレーン・台車類の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-18 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

32 2-20 しゃへい容器付クレーンの耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-20 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

1 ハル洗浄槽 33 2-21 整流板の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-21 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

2 ウラン洗浄塔 34 2-23 架構支持貯蔵設備の耐震性に関する計算書作成の基本方針 2-23 再整理： 適用式の設定方法により類型化。

3 よう素追出し塔 35 2-35 ガラス固化体放射能測定装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 7(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

4 清澄機 36 2-37 固化セル移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 9(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

5 ガラス溶融炉 37 2-39 バスケット搬送機の耐震性に関する計算書作成の基本方針 11(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

6 セル内クーラ 38 2-40 トレンチ移送台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 12(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

7 ガラス固化体放射能測定装置 39 2-41 貯蔵ホールの耐震性に関する計算書作成の基本方針 13(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

8 溶解槽 40 2-43 燃料貯蔵ラックの耐震性に関する計算書作成の基本方針 15(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

9 固化セル移送台車 41 2-44 バスケット仮置き架台の耐震性に関する計算書作成の基本方針 16(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

10 高レベル廃液濃縮缶 42 2-45 燃料移送水中台車の耐震性に関する計算書作成の基本方針 17(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

11 バスケット搬送機 43 2-47 第1チャンネルボックス切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 19(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

12 トレンチ移送台車 44 2-48 第1バーナブルポイズン切断装置の耐震性に関する計算書作成の基本方針 20(個別式) 再整理： 適用式の設定方法により類型化。計算式は基本方針上に示すことで整理した。

13 貯蔵ホール

14 補助油水分離槽

15 燃料貯蔵ラック

16 バスケット仮置き架台

17 燃料移送水中台車

18 プール水冷却系熱交換器

19 第1チャンネルボックス切断装置

20 第1バーナブルポイズン切断装置

21 プルトニウム濃縮缶

：Bクラス設備に対する計算式については，類型化対象外

(3) ラグ支持たて置円筒形容器

(5) ボルト支持剛体設備

(7) はり構造設備

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備(個別式)＞
Ⅳ－１－１－10　機器の耐震支持方針［設備個別の計算式の分類］

(8) 平板構造設備

＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備(共通式)＞ ＜FEMを用いた応力解析による評価を行う設備（類型化分類）＞
Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 基本方針名称

(1)
複雑な計算式を
適用する設備

(2)
単純な計算式を
適用する設備

Ⅳ－１－２－１　機器の耐震性に関する計算書作成の基本方針 基本方針名称

(1) たて置円筒形容器

(2) 軸直角方向支持容器

2022/6/10提出(耐震機電07(R5～R9))までの整理

【評価手法毎の計算式に対する機器の類型化分類】

＜定型式による評価を行う設備＞ ＜定型式による評価を行う設備＞

【基本方針に対する機器の類型化分類】

今回提出(耐震機電07(R10))以降の整理

今回の整理を踏まえた新旧分類の比較結果を以下に示す。

＜機器の分類数推移まとめ＞

2021/7/20時点 2022/6/10まで 今回

総分類数 ： 77分類 94分類 10分類

Bクラス ： 24分類 24分類 －

定型式 ： 32分類 26分類 8分類

FEM ： 21分類 23分類(共通式) 2分類

21分類(個別式)

Bクラス

を除くと
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類型化分類毎の計算式に対する説明について（サンプル） 参考資料－２

説明内容
（　）内はサンプルを示す対象となる添付資料を示す。

資料番号 名称

計算式の適用性及び出典元
（添付－３－１）

参考資料－２－１
［サンプル］定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典
(定型式(7) はり構造設備)

計算式及び類似の計算式におけるパラメータ
式の違いの示し方
（添付－３－２比較表（JEAG以外の式を適用
した場合））

参考資料－２－２
［サンプル］定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(7) はり構造設備)

計算式及び類似の計算式におけるパラメータ
式の違いの示し方
（添付－３－２比較表（JEAG式のみを適用し
た場合））

参考資料－２－３
［サンプル］定型式による評価に用いる類似する計算式の観点
(定型式(2) 軸直角方向支持容器)

計算式の適用性及び出典元
（添付－３－３，３－４）

参考資料－２－４
［サンプル］FEM等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及
び出典（複雑な計算式の場合）

計算式の適用性及び出典元
（添付－３－３）

参考資料－２－５
［サンプル］FEM等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及
び出典（単純な計算式の場合）

本資料の目的は，6月24日のヒアリングにて指摘のあった類型化分類を用いた計算式の説明方法を示すことであ
り，後次回申請にて示す計算式の適用性及び出典の説明書，類似する計算式の比較表に対するサンプルを示
す。

(1/1) 3535



 

 

 

 

 

 

参考資料－２－１ 

 

定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典 

(定型式(7) はり構造設備)
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（1/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

 

 

 

 

 

定型式による評価に用いる計算式の出典について，本体が型鋼などの

支持構造物で構成された「別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の

耐震計算書作成の基本方針」を代表として示す。 
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（2/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本設備に適用する各計算式については，機械工学便覧及び鋼構造設

計規準等に示されている計算式を基に設定しており，各計算式に対

する根拠について説明を行う。 

・定型式の計算方法を示す別紙１は，下記に示す目次の内容で構成さ

れている。このうち，計算式は 3.1.4 応力の計算方法の(3.1.4-1)

式から(3.1.4-8)式に応力計算式が示されることから，本項目の記

載を抜粋した上で計算式の出典を示す。 
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（3/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

 

・左記の計算式は，機械工学便覧に示されている材料力学の引張・圧

縮荷重が部材に作用する場合の計算式を適用している。 

ｙＦ ：部材に作用する軸力 

ｙ ＨＦ Ｃ ｍg 

上記の ＨＣ gが機械工学便覧におけるＦと同じである。 

 

 

 

 

 

ｔσ：水平及び鉛直方向地震による引張応力 

 ｙ

ｔ

Ｆ
σ

Ａ
 

ここで，Ａ ：部材の断面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械工学便覧 抜粋 

機械工学便覧 抜粋 
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（4/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

左記の計算式は，機械工学便覧に示されている材料力学の曲げモーメ

ントによる応力の計算式を適用している。 

Ｍ：部材に作用するモーメント 

 Ｖ ｍ
1

Ｍ (1＋Ｃ ) ｌ
2

g  

上記の
Ｖ ｍ

1
(1＋Ｃ )

2
g が機械工学便覧におけるＦ，ｌがｒに該当 

することから同じである。 

 

 

 

 

 

 

  

機械工学便覧 抜粋 
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（5/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

左記の計算式は，機械工学便覧に示されている材料力学の曲げモーメ

ントによる応力の計算式を適用している。 

ｂσ ：水平及び鉛直方向地震による曲げ応力 

ｂ

Ｍ
σ

Ｚ
 

ここで， Ｍ：部材に作用するモーメント 

Ｚ：部材の断面積 

 

 

 

 

  

機械工学便覧 抜粋 
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（6/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記の計算式は，機械工学便覧に示されている材料力学のせん断荷重

による応力の計算式を適用している。 

τ：水平及び鉛直方向地震によるせん断応力 

z

 ｚＦ
τ

Ａ
 

ここで， ｚＦ ：部材に作用するせん断荷重 

zＡ ：部材のせん断断面積 

計算方法の引用元となる機械工学便覧の式は下記式である。 


3Ｆ

τ
2Ａ

 

ここで，Ｆは ｚＦ と同じであり， zＡ は上式における
2
Ａ

3
に該当するこ

とから，式の形は異なるが算出式は同じである。 

 

 

 

 

機械工学便覧 抜粋 
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（7/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左記の計算式は，機械工学便覧に示されている引張とせん断の組合せ

応力の計算式を適用している。 

 

ｓσ ：組合せ応力 

  2 2
ｓ ｔ ｂσ σ＋σ ＋3τ  

ここで， 

ｔσ ：水平及び鉛直方向地震による引張応力 

ｂσ ：水平及び鉛直方向地震による曲げ応力 

τ：水平及び鉛直方向地震によるせん断応力 

 

 

 

 

 

 

 

 

鋼構造設計規準における上記計算式のうち，耐震評価において考慮す

る荷重による応力は一軸応力であり，直交する垂直応力は存在しないこ

とから， 

ft2≧σx
2＋σy

2－σx・σy＋3τxy
2のうち，σyが 0であることにより， 

組合せ応力は，  x y xy
2 2

ｓσ σ＋σ ＋3τ となる。 

鋼構造設計規準－許容応力度設計法－ 抜粋 
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定型式による評価に用いる計算式の適用性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 

参考資料－２－１（8/8） 

 

別紙１-40 躯体付構造設備(架構支持)の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計規準等 

 

 

 

 

左記の計算式は，鋼構造設計規準に示されている圧縮と曲げの組合せ

応力の計算式を適用している。 

圧縮と曲げの組合せ 

ｃ ｂ

ｃ ｂ

σ σ
＋ 　≦　1

1.5ｆ 1.5ｆ
  

ここで， 

cσ ：水平及び鉛直方向地震による圧縮応力 

ｂσ ：水平及び鉛直方向地震による曲げ応力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鋼構造設計規準－許容応力度設計法－ 抜粋 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点 

(定型式(7) はり構造設備) 

4545



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（1/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 

 

 

 

 

 

 

  

計算式における差異の要因の凡例 

① 支持方法 

② 荷重負担方法  

 

 

⽐較表の代表とする基本⽅針 

・差分が⽣じている箇所を⻘枠にて⽰し，下記凡例の計算式における差異の要因に⽰す番号を右端に⽰す。 

・差分の⽐較表は⾒やすさの観点から 3 段表により⽰す。3 段表で⽰すに当たって類型化分類中に定型式が４つ以上存在する場合は，最

左列を代表とした複数の 3 段表により全ての定型式の差分を⽰す。 

・差分が⽣じている箇所の表⽰について現在対応中 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（2/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（3/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（4/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（5/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（6/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（7/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（8/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（9/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（10/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（11/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（12/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（13/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（14/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（15/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（16/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（17/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（18/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 

   

 
 

 
 

  

6363



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（19/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 

   

 
 
 

 

6464



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（20/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（21/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（22/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（23/35） 

 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-39 躯体付構造設備 別紙 1-41 固定式クレーン 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（24/35） 

24 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 

 

 

 

 

 

 

 

  

計算式における差異の要因の凡例 

① 支持方法 

② 荷重負担方法  

 

 

⽐較表の代表とする基本⽅針 

・差分が⽣じている箇所を⻘枠にて⽰し，下記凡例の計算式における差異の要因に⽰す番号を右端に⽰す。 

・差分の⽐較表は⾒やすさの観点から 3 段表により⽰す。3 段表で⽰すに当たって類型化分類中に定型式が４つ以上存在する場合は，最

左列を代表とした複数の 3 段表により全ての定型式の差分を⽰す。 

・差分が⽣じている箇所の表⽰について現在修正中 

6969



定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（25/35） 

25 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（26/35） 

26 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（27/35） 

27 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（28/35） 

28 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（29/35） 

29 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（30/35） 

30 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（31/35） 

31 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（32/35） 

32 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（33/35） 

33 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（34/35） 

34 
 

別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる計算式の適⽤性及び出典（定型式(7) はり構造設備） 
参考資料−２−２（35/35） 
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別紙 1-40 躯体付構造設備（架構支持） 別紙 1-44 燃料仮置きラック - 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点 

(定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器 

8181



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（1/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計算式における差異の要因の凡例 

①荷重作用方向 

②支持方法 

③傾斜の考慮  

⽐較表の代表とする基本⽅針 

 

 

 

 

 

・差分が⽣じている箇所を⻘枠にて⽰し，下記凡例の計算式における差異の要因に⽰す番号を右端に⽰す。 

・差分の⽐較表は⾒やすさの観点から 3 段表により⽰す。3 段表で⽰すに当たって類型化分類中に定型式が４つ以上存在する場合は，最

左列を代表とした複数の 3 段表により全ての定型式の差分を⽰す。 

・差分が⽣じている箇所の表⽰について対応中 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（2/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（3/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（4/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（5/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（6/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（7/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（8/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（9/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（10/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（11/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（12/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（13/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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9494



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（14/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（15/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（16/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（17/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（18/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（19/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（20/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（21/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（22/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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103103



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（23/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（24/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（25/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（26/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（27/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（28/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（29/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（30/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（31/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（32/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（33/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（34/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-27 デミスタ（２脚支持） 別紙 1-28 デミスタ（１脚支持） 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

115115



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（35/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

  

 

 

 

  

計算式における差異の要因の凡例 

①荷重作用方向 

②支持方法 

③傾斜の考慮  

 

 

 

 

 
 

⽐較表の代表とする基本⽅針 

・差分が⽣じている箇所を⻘枠にて⽰し，下記凡例の計算式における差異の要因に⽰す番号を右端に⽰す。 

・差分の⽐較表は⾒やすさの観点から 3 段表により⽰す。3 段表で⽰すに当たって類型化分類中に定型式が４つ以上存在する場合は，最

左列を代表とした複数の 3 段表により全ての定型式の差分を⽰す。 

・差分が⽣じている箇所の表⽰について現在修正中 

116116



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（36/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（37/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（38/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（39/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（40/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（41/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（42/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（43/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（44/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（45/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（46/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（47/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

128128



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（48/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（49/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（50/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（51/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（52/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

133133



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（53/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（54/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（55/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（56/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（57/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（58/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（59/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

140140



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（60/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

141141



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（61/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

142142



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（62/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

143143



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（63/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

144144



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（64/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

145145



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（65/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（66/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

147147



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（67/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

148148



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（68/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（69/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

150150



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（70/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

151151



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（71/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（72/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-24 中間支持たて置円筒形容器（１ラグ支持） 別紙 1-43 中間支持たて置円筒形容器（長手方向２ラグ支持） 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（73/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計算式における差異の要因の凡例 

①荷重作用方向 

②支持方法 

③傾斜の考慮  

⽐較表の代表とする基本⽅針 

 

 

 

 

 
 

・差分が⽣じている箇所を⻘枠にて⽰し，下記凡例の計算式における差異の要因に⽰す番号を右端に⽰す。 

・差分の⽐較表は⾒やすさの観点から 3 段表により⽰す。3 段表で⽰すに当たって類型化分類中に定型式が４つ以上存在する場合は，最

左列を代表とした複数の 3 段表により全ての定型式の差分を⽰す。 

・差分が⽣じている箇所の表⽰について現在修正中 

154154



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（74/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（75/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（76/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（77/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（78/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（79/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 

 

 

 

 

  

160160



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（80/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 

 

 

 

  

161161



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（81/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（82/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（83/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（84/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（85/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  

166166



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（86/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（87/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（88/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（89/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（90/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（91/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（92/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（93/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（94/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（95/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（96/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（97/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（98/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（99/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（100/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（101/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（102/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 

 
 

 

183183



定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（103/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（104/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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定型式による評価に⽤いる類似する計算式の観点（定型式(2) 軸直⾓⽅向⽀持容器） 
参考資料−２−３（105/105） 

 
 

別紙 1-25 横置一胴円筒形容器 別紙 1-26 横置一胴円筒形容器（３脚以上支持） ― 
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参考資料－２－４ 

 

FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる 

計算式の適用性及び出典 

(複雑な計算式の場合)

187187



FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（1/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

  

FEM等を用いた応力解析による評価に用いる複雑な計算式の出展につ

いて，容器と支持部で構成された「別紙２-26 充てん塔の耐震計算

書作成の基本方針」を代表として示す。 

188188



FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（2/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

 

 

  

・FEM の計算方法を示す別紙２は，下記に示す目次の内容で構成され

ている。このうち，計算式は 3.2.4 計算方法の(3.2.4.2-1)式から

(3.2.4.3-4)式に応力計算式示されることから，本項目の記載を抜

粋した上で計算式の出典を示す。 

189189



FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（3/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

 

・本設備に適用する各計算式については，JEAG に示されている計算式を

基に設定しており，各計算式に対する根拠について説明を行う。 

2ｔ

ＨＤρ́
σ

ｉ 

１φ

 

  

JEAG と同じである。 

 

2ｔ

ＣＨＤρ́
σ Ｖｉ 

２φ

 

  

JEAG では，Ｂクラスの計算方法として鉛直方向地震力による応力は

記載ないが， １σ に鉛直方向地震力を考慮している。 

 

ｘ１σ 0  

JEAG と同じである。 

 

 

 

 

 

 

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 
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FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（4/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

 
2ｔ

1.2ｔＤＰ
σ ｉｒ

１φ


  

JEAG と分母の数字が異なるが，SI 単位化における単位換算による違

いであり，計算式自体は同じである。 

0σφ２   

JEAG では，Ｂクラスの計算方法として鉛直方向地震力による応力は

記載ないが， １σ に鉛直方向地震力を考慮しているが，内圧に対し鉛直

方向地震力は寄与しないため応力は 0となる。 

 
 ｒ ｉ

ｘ１

Ｐ Ｄ 1.2ｔ
σ

4ｔ
 

JEAG と分母の数字が異なるが，SI 単位化における単位換算による違

いであり，計算式自体は同じである。 

 

 

 

 

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 

191191



FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（5/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

 

 




ｊ

ｘ２

 ｉ

Ｆ
σ

π Ｄ ｔ ｔ
 

JEAG では， ｊＦをWeとしているがいずれも自重による鉛直方向荷重

であり同じである。 

 




Ⅴ
ｘ３

 ｉ

Ｆ
σ

π Ｄ ｔ ｔ
 

JEAG では，Ｂクラスの計算方法として鉛直方向地震力による応力は

記載ないが， ｘ２σ の ｊＦを鉛直方向地震力による荷重 ⅤＦ としている。 

 

 

 

 

 

  

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 
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FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（6/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｈ

ｘ４ 2
  ｉ

4Ｍ
σ

π Ｄ ｔ ｔ
 

JEAG の CHW0lgが ＨＭ に相当するものであり同じである。 

 ｔｔＤπ

Ｑ2
τ

ｉ 

Ｈ


  

JEAG の CHW0が ＨＱ に相当するものであり同じである。 

 

 

 

 

  

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 

193193



FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（7/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

 

φ２φ１φ σσσ   

JEAG では， φσ は φ１σ であるが，鉛直方向地震力による応力の φ２σ が加わ

ったことによる違いである。 

 

   ｘ ｘ１ ｘ２ ｘ３ ｘ４σ σ σ σ σ  

JEAG では， ｘσ は  ｘ１ ｘ２ ｘ４σ σ σ であるが，鉛直方向地震力による応力の

ｘ３σ が加わったことによる違いである。 

 

      
 

  

2 2
 ０ φ ｘ φ ｘ

1
σ σ σ σ σ 4τ

2
 

JEAG と添え字を除いて同じである。 

  

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 

194194



FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（8/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

一次応力は一次一般膜応力と同じになるので省略することができるこ

とは JEAG と同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 
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FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（9/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

ｂ

ｆ

ｂ ｎＡ

Ｑ
τ

 

  

JEAG の ｂＱ が ｆＱ に相当するものであり同じである。 

 

 

 

 

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 
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FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（10/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

ｃ

ｃ
ｆⅤｆｊｆ

ｂ

ｎＤ
8

3
2

Ｄ
 ＦＦ Ｍ

Ｆ


  

ｆＭ  ：水平方向地震により胴固定部に作用する転倒モーメント 

ｆｊＦ  ：運転時質量による胴固定部の鉛直方向反力 

ｆＶＦ  ：鉛直方向地震による胴固定部の鉛直方向反力 

 

JEAG では手計算により求めるものとして，水平方向地震動によるモ

ーメント，ポンプ振動によるモーメント，運転時質量によるモーメン

トがそれぞれWiCHhi，WiCPhi及びWilで表されており，ポンプ振動

によるモーメントを考慮するが該当しないこと及び鉛直方向地震動を

考慮している差による違いである。 

 

 

 

 

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 
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FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（複雑な計算式の場合） 

参考資料－２－４（11/11） 

 

別紙２-26 充てん塔の耐震計算書作成の基本方針 原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 からの展開 

 

 

 

 

 

ｂ

ｂ
ｂ

 Ａ

Ｆ
σ   

JEAG と同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601 抜粋 

198198



 

 

 

 

 

 

 

参考資料－２－５ 

 

FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる 

計算式の適用性及び出典 

(単純な計算式の場合)
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FEM 等を用いた応力解析による評価に用いる計算式の適用性及び出典（単純な計算式の場合） 

参考資料－２－５（1/7） 

 

別紙２-16 迷路板の耐震計算書作成の基本方針 機械工学便覧及び鋼構造設計基準等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FEM等を用いた応力解析による評価に用いる単純な計算式の出展につ

いて，本体が型鋼などの支持構造物で構成された「別紙２-16 迷路

板の耐震計算書作成の基本方針」を代表として示す。 
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・本設備に適用する各計算式については，機械工学便覧及び鋼構造設

計基準等に示されている計算式を基に設定しており，各計算式に対

する根拠について説明を行う。 

・FEM の計算方法を示す別紙２は，下記に示す目次の内容で構成され

ている。このうち，計算式は 3.2.4 計算方法の(3.2.4.2-1)式から

(3.2.4.2-6)式に応力計算式が示されることから，本項目の記載を

抜粋した上で計算式の出典を示す。 
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・左記の計算式は，機械工学便覧に示されている材料力学の引張・圧

縮荷重が部材に作用する場合の計算式を適用している。 

ｔσ ：水平及び鉛直方向地震による引張応力 

 ｔ
ｔ

Ｆ
σ

Ａ
 

ここで， ｔＦ  ：部材に作用する引張力 

Ａ ：部材の断面積 

cσ ：水平及び鉛直方向地震による圧縮応力 

c
c 

Ｆ
σ

Ａ
 

ここで， cＦ  ：部材に作用する圧縮力 

Ａ ：部材の断面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械工学便覧 抜粋 
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左記の計算式は，機械工学便覧に示されている材料力学の曲げモーメ

ントによる応力の計算式を適用している。 

ｂσ ：水平及び鉛直方向地震による曲げ応力 

ｂ

Ｍ
σ

Ｚ
 

ここで， Ｍ：部材に作用するモーメント 

Ｚ：部材の断面積 

 

 

 

 

 

機械工学便覧 抜粋 
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左記の計算式は，機械工学便覧に示されている材料力学のせん断荷重

による応力の計算式を適用している。 

τ：水平及び鉛直方向地震によるせん断応力 


ｓ

Ｑ
τ

Ａ
 

ここで， Ｑ：部材に作用するせん断荷重 

ｓＡ ：部材のせん断断面積 

計算方法の引用元となる機械工学便覧の式は下記式である。 


3Ｆ

τ
2Ａ

 

ここで，ＦはＱと同じであり， ｓＡ は上式における
2
Ａ

3
に該当すること

から，式の形は異なるが算出式は同じである。 

 

 

 

 

機械工学便覧 抜粋 
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左記の計算式は，機械工学便覧に示されている引張とせん断の組合せ

応力の計算式を適用している。 

 

ｓσ ：組合せ応力 

  2 2
ｓ ｔ ｂσ σ＋σ ＋3τ  

ここで， 

ｔσ ：水平及び鉛直方向地震による引張応力 

ｂσ ：水平及び鉛直方向地震による曲げ応力 

τ：水平及び鉛直方向地震によるせん断応力 

 

 

 

 

 

 

 

 

鋼構造設計基準における上記計算式のうち，耐震評価において考慮す

るでは一軸応力であり，直交する垂直応力は存在しないことから， 

ft2≧σx
2＋σy

2－σx・σy＋3τxy
2のうち，σyが 0より， 

組合せ応力は，  x y xy
2 2

ｓσ σ＋σ ＋3τ となる。 

鋼構造設計規準－許容応力度設計法－ 抜粋 
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左記の計算式は，鋼構造設計基準に示されている圧縮と曲げの組合せ

応力の計算式を適用している。 

圧縮と曲げの組合せ 

ｃ ｂ

ｃ ｂ

σ σ
＋ 　≦　1.0

1.5ｆ 1.5ｆ
  

ここで， 

cσ ：水平及び鉛直方向地震による圧縮応力 

ｂσ ：水平及び鉛直方向地震による曲げ応力 
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